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はじ
め
に
　
法
学
研
究
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
か
は
、
学
問
的
関
心
あ
る
い
は
必
要
性
、
す
な
わ
ち
社
会
的
関
心
あ
る
い
は
必
要
性
を
反
映
し
て
い
る
。
社
会
保
障
法
学
に
あ
っ
て
は
、
基
礎
理
論
研
究
と
そ
の
反
映
と
し
て
、
社
会
保
険
に
関
す
る
法
的
研
究
に
つ
き
重
厚
な
労
作
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
評
者
の
目
に
つ
い
た
書
籍
の
み
を
任
意
に
挙
げ
れ
ば
：
江
口
隆
裕
『
変
貌
す
る
世
界
と
日
本
の
年
金
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
〇
八 
新
田
秀
樹
『
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
─
制
度
創
設
か
ら
市
町
村
公
営
ま
で
の
制
度
論
的
考
察
』
信
山
社
（
二
〇
〇
九 
（
１
）
年
）
（
２
）
年
）
（
　
　
　
）
─　　─15
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
─
─
菊
池
馨
実
編
『
社
会
保
険
の
法
原
理
』 
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）
を
契
機
と
し
て
─
─
山
　
　
田
　
　
　
　
　
晋
四
九
〇
四
九
〇
倉
田
聡
『
社
会
保
険
の
構
造
分
析
─
社
会
保
障
に
お
け
る
「
連
帯
」
の
か
た
ち
』
北
海
道
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
九 
加
藤
智
章
『
も
う
ひ
と
つ
の
年
金
─
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
要
件
』
新
潟
日
報
事
業
社
（
二
〇
〇
九
年
）
河
野
正
輝
・
良
永
彌
太
郎
・
阿
部
和
光
・
石
橋
敏
郎
編
『
社
会
保
険
改
革
の
法
理
と
将
来
像
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
〇 
田
中
耕
太
郎
『
社
会
保
険
の
現
代
的
課
題
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
（
二
〇
一
二
年
）
な
ど
で
あ
る
。
　
ま
た
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
が
社
会
保
険
中
心
で
あ
る
の
で
、
い
き
お
い
社
会
保
障
の
個
別
領
域
の
現
行
法
制
を
検
討
し
た
場
合
も
そ
の
中
心
的
記
述
は
社
会
保
険
制
度
に
な
っ
て
ゆ
く
。
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
著
作
と
し
て
、
島
崎
謙
治
『
日
本
の
医
療
─
制
度
と
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
一 
矢
野
聡
『
日
本
公
的
年
金
政
策
史
─
１
８
７
５
～
２
０
０
９
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
二
〇
一
二
年
）
日
本
社
会
保
障
法
学
会
編
『
新
・
講
座
社
会
保
障
法
第
１
巻
　
こ
れ
か
ら
の
医
療
と
年
金
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）
（
３
）
年
）（
４
）
年
）
（
５
）
年
）
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─16
四
八
九
四
八
九
な
ど
が
あ
る
。
　
ま
た
社
会
保
険
と
の
関
係
で
は
、
伊
奈
川
秀
和
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
法
の
権
利
構
造
』
信
山
社
（
二
〇
一
〇 
は
、「
連
帯
を
基
礎
に
構
築
さ
れ
る
社
会
保
障
の
権
利
と
は
如
何
な
る
も
の
か
に
焦
点
を
当
て
た
」（
ⅶ
頁
）
研
究
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
法
・
法
史
研
究
を
通
し
、
わ
が
国
の
連
帯
論
に
も
言
及
す
る
労
作
で
あ
る
。
笠
木
映
里
『
社
会
保
障
と
私
保
険
─
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
二
年
）
は
、
社
会
保
険
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
う
る
私
保
険
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
そ
の
一
方
で
公
的
扶
助
領
域
の
労
作
も
ま
た
吉
永
純
『
生
活
保
護
の
争
点
─
審
査
請
求
、
行
政
運
用
、
制
度
改
革
を
め
ぐ
っ
て
』
高
菅
出
版
（
二
〇
一
一 
阿
部
和
光
『
生
活
保
護
の
法
的
課
題
』
成
文
堂
（
二
〇
一
二 
な
ど
が
あ
る
。
　
社
会
保
険
の
法
的
研
究
の
深
化
・
充
実
と
、
公
的
扶
助
の
研
究
の
深
化
・
充
実
が
同
時
並
列
す
る
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
り
、
あ
る
面
、
社
会
保
障
法
学
研
究
の
盛
況
さ
を
示
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
だ
が
理
屈
を
並
べ
れ
ば
、
社
会
保
険
制
度
が
充
実
し
て
ゆ
け 
公
的
扶
助
制
度
の
役
割
は
徐
々
に
縮
小
し
、
残
余
的
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
は
ず
で
あ
る
。
わ
が
国
も
戦
後
、
社
会
保
障
法
が
発
展
し
て
ゆ
き
、「
世
界
に
冠
た
る
」（Ü
ber
alles
 
    
   
）
国
民
皆
年
金
・
皆
保
険
を
経
て
、
半
（
６
）
年
）
（
７
）
年
）
（
８
）
年
）（９
）
ば
、
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─17
四
八
八
四
八
八
世
紀
た
て
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
公
的
扶
助
は
残
余
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
逆
で
、
生
活
保
護
受
給
者
は
増
加
し
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
保
障
に
お
け
る
公
的
扶
助
の
し
め
る
役
割
は
大
き
く
、
公
的
扶
助
の
研
究
も
衰
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
色
眼
鏡
で
見
る
と
、
社
会
保
険
の
法
的
研
究
の
盛
況
さ
は
、
社
会
保
険
の
機
能
不
全
に
対
す
る
各
種
処
方
箋
の
開
陳
と
も
と
れ
る
。
も
は
や
放
置
し
て
は
社
会
保
険
に
明
日
は
な
い
の
か
。
　
近
時
の
立
法
動
向
と
し
て
も
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
六
二
号
）」
や
「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
一
〇
二
号
）」
と
い
っ
た
社
会
保
険
の
補
強
立
法
が
相
次
ぐ
な
ど
、
無
拠
出
に
支
え
ら
れ
て
の
社
会
保
険
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
向
に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
社
会
保
障
を
「
人
権
」
と
捉
え
る
国
際
的
潮
流
─
一
般
的
傾
向
と
し
て
憲
法
に
社
会
保
障
の
条
項
を
置
く
（
ス
ペ
イ
ン
憲
法
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
憲
法
な
ど
）─
、
に
よ
り
、
普
遍
的
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
の
た
め
、
無
拠
出
年
金
制
度
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
八
年
の
ス
ペ
イ
ン
憲
法
（C
onstitución
E
sp
 
     
  
   
  a  ñ  ola
  
）
は
そ
の
四
一
条
に
お
い
て
、「
公
権
（Los
poderes
públicos
    
       
      
）
は
、
困
難
な
状
況
（situaciones
de
necesida
      
    
  
     
 d  
）─
と
り
わ
け
失
業
時
の
─
に
お
い
て
、
十
分
な
社
会
的
支
援
と
給
付
を
保
障
す
る
、
す
べ
て
の
市
民
（todos
los
ciudadanos
 
     
    
       
）
の
た
め
の
公
的
な
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
ま
た
一
九
九
六
年
の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
憲
法
は
二
七
条
一
項
に
お
い
て
、「
す
べ
て
の
者
は
、（
ａ
）
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
含
む
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
、（
ｂ
）
十
分
な
食
糧
と
水
、（
ｃ
）
自
身
や
そ
の
扶
養
者
を
支
援
で
き
な
い
場
合
に
は
、
適
切
な
社
会
扶
助
を
含
む
、
社
会
保
障
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
持
つ
権
利
を
有
す
る
。」
と
し
、
二
項
で
は
「
国
家
は
、
そ
の
利
用
可
能
な
資
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─18
四
八
七
四
八
七
源
の
範
囲
内
で
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
漸
進
的
な
実
現
を
達
成
す
る
た
め
の
合
理
的
な
立
法
手
段
そ
の
他
の
手
段
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る
。
憲
法
に
こ
の
よ
う
な
社
会
保
障
を
基
本
的
人
権
と
把
握
す
る
条
項
を
持
つ
国
々
で
は
、
大
き
な
体
制
転
換
の
後
の
出
発
点
と
し
て
憲
法
を
制
定
し
て
お
り
（
ス
ペ
イ
ン
で
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
の
終
焉
で
あ
り
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
あ
れ
ば
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
＝
白
人
独
裁
体
制
の
終
焉
）、
従
前
の
社
会
シ
ス
テ
ム
で
は
、
新
た
に
規
定
さ
れ
た
憲
法
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
。
社
会
保
障
で
い
え
ば
、
旧
来
の
社
会
保
険
で
は
、
普
遍
的
な
社
会
保
障
の
達
成
は
困
難
で
あ
り
、
無
拠
出
制
度
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
（
ス
ペ
イ
ン
の
無
拠
出
老
齢
年
金
（Pensión
no
C
ontributiva
de
Jubilació
     
  
  
   
 
     
  
      
n  
）
や
無
拠
出
障
害
年
金
（Pensión
no
C
ontributiva
de
Invalidez
     
  
  
   
 
     
  
       
）、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
高
齢
者
給
付
（G
rantfor
O
lder
Persons
 
     
  
 
   
      
）。
　
ま
た
一
方
で
は
、
社
会
保
険
は
か
つ
て
ほ
ど
有
効
な
道
具
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
細
々
と
し
か
関
心
を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
無
拠
出
社
会
保
障
給
付
で
あ
る 
ア
セ
ア
ン
諸
国
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
よ
り
無
拠
出
給
付
に
つ
い
て
の
精
力
的
な
検
討
・
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い 
　
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
一
九
二
七
年
の
第
一
〇
回
総
会
で
「
疾
病
保
険
条
約
」（
第
二
四
号
条
約
）（Sickness
Insurance
(Industry)
C
onven
  
      
         
      
   
     tion,
    
1927
(N
o.24);C
onvention
concerning
     
 
       
         
       
 
Sickness
Insurance
for
W
orkers
in
I
 
 
      
            
         
ndustry
and
C
om
m
erce
and
D
om
estic
Se
     
  
   
  
 
     
   
  
     
 rvants
     
）
を
採
択
し
、
そ
れ
以
降
の
社
会
保
障
に
関
す
る
条
約
で
は
、
社
会
保
険
制
度
の
採
用
を
原
則
と
し
て
き
た
が
（
一
九
三
三
年
の
「
老
齢
保
険
（
工
業
等
）
条
約
」（
第
三
五
号
条
約
）（O
ld-A
ge
Insurance
(Industry,etc.)
C
 
 
 
                    
    
 
  
onvention,1933
(N
o.35);C
onvention
                
       
        
concerning
         
  
C
om
pulsory
O
ld-A
ge
Insurance
for
Per
 
  
   
    
 
 
   
            
  sons
E
m
ployed
in
Industrialor
C
om
m
e
     
 
  
      
     
 
    
  
 
 rcialU
ndertakings,in
the
LiberalP
   
  
        
    
    
 
     rofessions,
   
   
   
and
for
O
utw
orkers
and
D
om
estic
Serv
       
  
       
   
  
     
   ants
   
）、
一
九
三
三
年
の
「
廃
疾
保
険
（
工
業
等
）
条
約
」（
第
三
七
号
条
約
）;Invalidity
Insur-
          
     
ance
(Industry,etc.)
C
onvention,19
            
    
 
  
           33
(N
o.37);C
onvention
concerning
C
     
       
                 
   
om
pulsory
Invalidity
Insurance
for
P
  
   
                        
   ersons
E
m
        
 
-  
（
）
１０が
、
（
）
１１た
。
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─19
四
八
六
四
八
六
ployed
in
Industrialor
C
om
m
ercialU
  
      
     
 
    
  
 
    
  
ndertakings,in
the
LiberalProfessi
        
    
    
 
        
   ons,and
for
O
utw
orkers
and
D
om
estic
          
  
       
   
  
    
Servants
 
      
）、
一
九
三
三
年
の
「
遺
族
保
険
（
工
業
等
）
条
約
」（
第
三
九
号
条
約
）;  （Survivors
     
   ’  Insurance
(Industry,etc.)
C
onventi
          
      
    
  
      on,1933
(N
o.39);
        
 
      
C
onvention
concerning
C
om
pulsory
W
id
 
                 
   
  
   
     
 
ow   
s  ’  and
O
rphans
     
      ’  Insurance
for
Persons
E
m
ployed
in
I
           
           
 
  
     
  ndustrialor
C
om
m
ercial
     
 
     
  
 
    
 
U
ndertakings,in
the
LiberalProfess
 
        
    
    
 
        
  ions,and
for
O
utw
orkers
and
D
om
esti
 
          
  
       
   
  
   c
Servants
  
      
）
な
ど
、
一
九
五
二
年
の
「
社
会
保
障
最
低
基
準
条
約
」（
第
一
〇
二
号
条
約
）;SocialSecurity
(M
inim
um
Standards
     
           
 
 
  
   
      )
C
onvention,1952
(N
o.102);C
onven
   
                
        
     tion
concerning
            
  
M
inim
um
Standards
ofSocialSecurity
 
 
 
  
 
 
       
     
        
）
以
降
は
、
社
会
保
険
制
度
と
す
る
か
無
拠
出
制
度
と
す
る
か
は
加
盟
国
の
選
択
に
委
ね
る
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ロ
ア
ー
に
関
す
る
勧
告
」（
二
〇
二
号
勧
告
）（SocialProtection
Floors
Recom
m
endat
    
     
     
 
    
    
 
     ion   
）
で
は
、
従
来
の
社
会
保
険
中
核
主
義
か
ら
修
正
を
迫
ら
れ
た
と
い
え 
　
こ
の
点
、
河
野
正
輝
教
授
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
社
会
保
険
の
概
念
は
、
無
傷
で
あ
り
、
社
会
保
険
の
伝
統
的
な
道
具
概
念
（
ツ
ー
ル
）
の
あ
る
部
分
に
修
正
が
加
え
ら
れ
て
展
開
し
て
ゆ
く
と
み 
評
者
は
、
社
会
保
険
の
中
の
伝
統
的
な
道
具
概
念
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
社
会
保
険
と
い
う
概
念
そ
れ
自
体
が
伝
統
的
な
道
具
概
念
で
あ
り
、
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
福
祉
国
家
の
「
元
祖
」
と
い
え
、
社
会
保
障
に
お
け
る
社
会
保
険
、
公
的
扶
助
の
役
割
分
担
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
と
も
い
え
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
平
部
康
子
・
福
岡
県
立
大
准
教
授
の
把
握
に
よ
れ
ば
、
社
会
保
障
に
お
け
る
役
割
分
担
の
「
逆
転
現
象
」
が
顕
著
で
あ
る
と
い 
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
的
保
護
が
住
民
に
拡
大
し
て
ゆ
か
な 
こ
れ
は
社
会
保
険
制
度
が
な
い
の
で
は
な
く
、
あ
っ
て
も
拡
大
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
後
も
拡
大
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
そ
こ
で
は
社
会
的
保
護
に
お
け
る
無
拠
出
制
度
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
連
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸
国
社
会
経
済
委
員
会
に
よ
り
二
〇
〇
七
年
に
採
択
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
宣
言
（D
eclaración
de
B
rasilia
 
   
    
      
     
）
で
は
、
拠
出
制
ま
た
は
無
拠
出
の
方
法
で
の
高
齢
者
に
対
す
る
社
会
的
保
護
の
表
現
を
う
た
い
、
い
く
つ
か
の
（
）
１２る
。
（
）
１３る
。
（
）
１４う
。
（
）
１５い
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─20
四
八
五
四
八
五
国
々
で
は
無
拠
出
高
齢
年
金
が
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
（
メ
キ
シ
コ
市
な 
ま
た
い
わ
ゆ
る
途
上
国
（developing
country
     
  
  
    
 
）
の
貧
困
削
減
政
策
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
少
な
く
と
も
研
究
レ
ベ
ル
で
は
、
社
会
保
険
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な 
社
会
保
険
制
度
の
改
革
が
展
開
さ
れ
る
場
合
で
も
、
社
会
保
険
法
の
適
用
範
囲
そ
れ
自
体
を
拡
大
し
て
ゆ
く
と
い
う
志
向
性
そ
れ
自
体
が
存
在
し
な
い
例
も
少
な
く
な 
　
菊
池
馨
実
編
『
社
会
保
険
の
法
原
理
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
出
版
さ
れ
た
重
鎮
、
中
堅
、
若
手
の
執
筆
者
に
よ
る
「
共
同
研
究
」
の
成
果
で
あ
る
。
評
者
の
能
力
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
本
書
で
学
び
示
唆
さ
れ
た
こ
と
は
多
か
っ
た
。
最
終
的
な
問
い
は
〈
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
当
然
の
も
の
と
観
念
し
て
き
た
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
〉
で
あ
る
。
　
な
お
本
来
、
書
評
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
者
の
あ
ら
ゆ
る
関
連
文
献
を
精
査
・
研
究
し
た
上
で
、
執
筆
者
の
研
究
の
中
で
当
該
論
文
の
し
め
る
位
置
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
限
ら
れ
た
文
献
し
か
使
用
し
得
な
か
っ
た
。
特
に
重
要
な
文
献
に
目
を
通
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
評
者
に
と
っ
て
大
い
に
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
（
１
）　
書
評
と
し
て
、
嵩
さ
や
か
・『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
四
号
　
社
会
保
障
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
〇
九
年
）。
（
２
）　
書
評
と
し
て
、
石
田
道
彦
・『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
五
号
　
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
自
立
支
援
・
高
齢
者
福
祉
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
〇
年
）。
（
３
）　
書
評
と
し
て
、
田
中
秀
一
郎
・『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
六
号
　
社
会
保
障
　
迫
ら
れ
る
改
革
／
欧
米
の
動
向
と
震
災
日
本
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
一
年
）、
伊
奈
川
秀
和
・
社
会
福
祉
研
究
一
〇
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
太
田
匡
彦
・
季
刊
・
社
会
保
障
研
究
四
七
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）。
（
４
）　
書
評
と
し
て
、
山
田
晋
「
こ
の
一
冊
　
河
野
正
輝
・
良
永
彌
太
郎
・
阿
部
和
光
・
石
橋
敏
郎
編
『
社
会
保
険
改
革
の
法
理
と
将
来
像
』」
週
刊
・
社
（
）
１６ど
）。
（
）
１７い
。
（
）
１８い
。
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─21
四
八
四
四
八
四
会
保
障
二
六
〇
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）。
（
５
）　
書
評
と
し
て
、
原
田
啓
一
郎
・『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
七
号
　
地
方
分
権
改
革
／
職
業
生
活
中
断
と
社
会
保
障
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）。
（
６
）　
書
評
と
し
て
、
清
水
泰
幸
『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
七
号
　
地
方
分
権
改
革
／
職
業
生
活
中
断
と
社
会
保
障
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）。
（
７
）　
書
評
と
し
て
、
丸
谷
浩
介
・
季
刊
・
社
会
保
障
研
究
四
八
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）。
（
８
）　
書
評
と
し
て
、
丸
谷
浩
介
・『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
八
号
　
社
会
保
障
　
迫
ら
れ
る
改
革
／
欧
米
の
動
向
と
震
災
日
本
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
三
年
）。
（
９
）　
社
会
保
険
法
の
展
開
に
つ
き
、
荒
木
誠
之
「
社
会
保
険
法
の
形
成
と
展
開
」
荒
木
『
生
活
保
障
法
理
の
展
開
』
法
律
文
化
社
（
一
九
九
九
年
）
四
七
頁
以
下
所
収
。
（
　
）　
社
会
保
障
の
財
源
と
の
関
連
で
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、C
hantalE
uzéby,N
on-contributory
O
ld
 
    
  
       
   
   
 
  
   
 
-age
Pension:A
possible
solution
in
 
   
    
   
 
    
 
 
  
     
the
    
１０O
E
C
D
countries,
 
 
 
 
 
    
 
  InternationalLabour
Revie
   
               
   
w  ,vol.128,1980,pp.11
     
             –  28.
   
（
　
）　
国
際
社
会
福
祉
協
議
会
（InternationalC
onference
on
SocialW
   
         
   
      
  
   
  
elfare
IC
SW
      
 
  
）
第
三
一
回
国
際
大
会
（
於
　
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）・
第
三
シ
１１
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
〇
四
年
八
月
一
九
日
）「
マ
ド
リ
ッ
ド
国
際
行
動
計
画
の
実
施
の
監
督
」（M
onitoring
the
Im
plem
entation
ofthe
 
      
   
    
  
 
   
       
 
M
adrid
  
    
 
InternationalPlan
ofA
ction
on
A
gei
   
          
  
  
     
  
   ng  
）
に
お
け
る
ケ
イ
博
士
（Thelm
a
K
ay
    
  
  
）・
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
・
社
会
問
題
担
当
部
長
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
。
（
　
）　
二
〇
一
二
年
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
に
つ
き
、
山
田
晋
「
社
会
的
保
護
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ロ
ア
ー
」
週
刊
・
社
会
１２
保
障
二
六
五
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）、
五
〇
～
五
五
頁
。
（
　
）　
河
野
正
輝
「
諸
外
国
に
お
け
る
社
会
保
険
改
革
と
基
本
理
念
」
社
会
関
係
研
究
一
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
二
頁
。
同
様
の
視
点
と
し
て
、
日
１３
本
社
会
保
障
法
学
会
第
四
八
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
五
日
）「
社
会
保
険
の
変
容
と
社
会
保
障
法
」
報
告
者
グ
ル
ー
プ
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
阿
部
和
光
「
社
会
保
険
の
法
的
検
討
の
意
義
」、
井
原
辰
雄
「
社
会
保
険
に
お
け
る
被
保
険
者
の
位
置
付
け
─
医
療
保
険
法
を
中
心
に
」、
石
田
道
彦
「
社
会
保
険
法
に
お
け
る
保
険
事
故
概
念
の
変
容
と
課
題
─
予
防
給
付
を
手
が
か
り
に
」、
西
田
和
弘
「
社
会
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
給
付
水
準
に
か
か
る
規
範
的
検
討
─
医
療
保
険
を
中
心
に
」、
丸
谷
浩
介
「
社
会
保
険
の
費
用
負
担
─
保
険
料
負
担
軽
減
と
そ
の
効
果
を
中
心
に
」。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
（
　
　
　
）
─　　─22
四
八
三
四
八
三
い
ず
れ
も
『（
学
会
誌
）
社
会
保
障
法
二
一
号
　
ホ
ー
ム
レ
ス
施
策
と
社
会
保
険
の
現
代
的
課
題
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
〇
六
年
）
所
収
。
ま
た
河
野
正
輝
・
良
永
彌
太
郎
・
阿
部
和
光
・
石
橋
敏
郎
編
『
社
会
保
険
改
革
の
法
理
と
将
来
像
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
〇
年
）。
（
　
）　
平
部
康
子
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
給
付
と
財
源
の
統
合
化
」
海
外
社
会
保
障
研
究
一
七
九
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
九
頁
以
下
所
収
、
三
一
１４
頁
。
（
　
）　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
社
会
的
保
護
に
つ
き
、
山
田
晋
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
社
会
政
策
～
社
会
保
障
法
と
な
り
得
る
か
？
」
明
治
学
院
大
学
社
会
学
１５
部
付
属
研
究
所
・
研
究
所
年
報
三
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
五
～
六
〇
頁
、
同
「
グ
ア
テ
マ
ラ
に
お
け
る
高
齢
者
の
所
得
保
障
～
無
拠
出
年
金
を
め
ぐ
っ
て
」
週
刊
・
社
会
保
障
二
五
三
七
号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
二
～
四
七
頁
、
同
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
社
会
政
策
の
今
日
的
展
開
」
世
界
の
労
働
五
九
巻
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
四
～
五
七
頁
、
同
「
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
貧
困
政
策
：“O
portunidades”
  
       
     
に
つ
い
て
─〈
新
し
い
社
会
扶
助
〉？
」（
明
治
学
院
大
学
論
叢
）
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
一
三
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
一
～
八
二
頁
、
同
「
ボ
リ
ビ
ア
の
『
尊
厳
の
た
め
の
年
金
法
』（Ley
de
la
    
    
Renta
D
ignidad
    
 
 
  
  
）
ノ
ー
ト
」『
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
』
一
三
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
エ
ク
ア
ド
ル
に
お
け
る
国
営
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
─
条
件
付
所
得
保
障
給
付
の
理
解
の
た
め
に
」
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
一
三
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
三
三
～
一
五
三
頁
、
同
「
資
料
　
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
と
権
利
に
基
づ
く
社
会
的
保
護
に
関
す
る
ブ
ラ
ジ
リ
ア
宣
言
」
修
道
法
学
三
五
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）、
三
三
七
～
三
六
〇
頁
な
ど
。
（
　
）　
同
宣
言
、
一
〇
項
は
、
よ
り
大
き
な
連
帯
を
わ
れ
わ
れ
の
社
会
的
保
護
の
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
た
め
の
施
策
を
採
用
す
る
こ
と
と
同
様
に
、「
拠
１６
出
制
で
あ
れ
無
拠
出
制
で
あ
れ
（contributivas
o
no
contributivas
    
 
      
 
  
   
 
     
）
年
金
の
保
障
範
囲
を
拡
大
し
改
善
す
る
た
め
の
全
て
の
努
力
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
」
と
宣
言
す
る
。
ブ
ラ
ジ
リ
ア
宣
言
に
つ
い
て
は
、
山
田
晋
「
資
料
　
す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の
社
会
と
権
利
に
基
づ
く
社
会
的
保
護
に
関
す
る
ブ
ラ
ジ
リ
ア
宣
言
」
修
道
法
学
三
五
巻
二
号
（
一
〇
一
三
年
）、
三
三
七
～
三
六
〇
頁
、
参
照
。
（
　
）　E
x.,A
rm
ando
B
arrientos
and
D
avid
H
u
 
    
  
      
    
  
       
   
  
 lm
e
eds.,
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M
acm
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（
　
）　
改
革
の
例
と
し
て
、C
arm
elo
M
esa-Lago,
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eassem
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社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─23
四
八
二
四
八
二
U
niversity
Press,2008
 
  
      
         .  
本
書
の
概
要
　
本
書
は
編
者
の
菊
池
馨
実
教
授
の
「
は
じ
め
に
─
本
書
の
構
成
と
概
要
」
の
ほ
か
、
全
　
章
で
構
成
さ
れ
る
。
以
下
に
１
章
か
ら
そ
の
概
要
１２
を
紹
介
す
る
。
　「
第
１
章
　
社
会
保
険
制
度
の
特
質
と
意
義
」（
品
田
充
儀
）
で
は
、
わ
が
国
の
社
会
保
険
制
度
が
「
社
会
・
経
済
環
境
の
変
貌
に
翻
弄
さ
れ
、
将
来
の
展
望
を
見
失
い
つ
つ
あ
る
」（
九
頁
）
現
在
、
社
会
保
険
制
度
の
特
質
と
そ
の
意
義
を
再
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
品
田
氏
に
よ
れ
ば
、
社
会
保
険
と
社
会
扶
助
と
の
基
本
的
な
相
違
は
、
財
源
徴
収
の
方
法
と
リ
ス
ク
分
散
の
方
法
に
あ
る
。
財
源
徴
収
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
徴
収
（
拠
出
）
か
税
徴
収
か
と
い
う
差
で
あ
り
、
給
付
面
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
が
受
領
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
い
し
金
銭
が
、
当
該
資
金
を
拠
出
し
た
事
実
と
の
関
係
に
お
い
て
対
価
性
も
し
く
は
相
関
性
を
有
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
社
会
保
険
の
特
性
は
、「
保
険
」
で
あ
る
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ク
分
散
と
給
付
反
対
給
付
均
等
の
原
則
）
と
、
一
定
集
団
の
相
互
扶
助
で
あ
る
点
（
社
会
連
帯
の
構
図
）
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
保
険
制
度
の
改
革
に
あ
っ
て
も
こ
の
特
性
を
維
持
す
る
視
点
で
改
革
が
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
社
会
保
険
制
度
の
本
質
は
、「
当
該
連
帯
の
範
疇
に
属
す
る
と
い
う
認
識
と
保
険
料
を
支
払
う
と
い
う
意
思
に
あ
り
、
結
果
と
し
て
拠
出
さ
れ
た
額
や
率
が
そ
の
位
置
づ
け
を
揺
る
が
す
も
の
で
は
な
」
く
、
た
と
え
保
険
料
が
財
源
の
１
％
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
組
織
帰
属
の
事
実
と
保
険
料
支
払
い
の
意
思
が
確
認
さ
れ
る
制
度
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
険
で
あ
る
と
言
い
切
る
べ
き
で
あ
る
」（
二
〇
頁
）。「
社
会
保
険
制
度
の
意
義
の
１
つ
は
、
こ
の
よ
う
に
国
民
が
加
入
と
い
う
目
的
的
行
為
を
行
う
な
い
し
は
保
険
加
入
す
る
こ
と
と
な
る
組
織
に
帰
属
す
る
と
の
意
思
を
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
権
利
と
義
務
を
認
識
で
き
る
点
に
あ
る
」（
二
〇
～
二
一
頁
）
の
で
あ
り
、「
制
度
参
加
へ
の
＜
論
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意
思
と
確
認
行
為
」
と
い
う
社
会
保
険
制
度
の
持
つ
特
性
は
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　「
社
会
保
障
制
度
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
生
じ
る
生
活
危
険
か
ら
国
民
を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
と
と
も
に
、
国
民
に
自
立
へ
の
道
筋
を
与
え
、
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
と
い
う
目
的
も
有
す
る
」
の
で
あ
り
、「
社
会
扶
助
を
拡
張
し
、
具
体
的
な
貢
献
に
依
拠
し
な
い
給
付
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
、
２
つ
の
目
的
の
調
和
を
困
難
な
ら
し
め
る
」（
二
三
頁
）
の
で
、
肯
首
し
が
た
い
。
ま
た
、
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
「
当
人
が
属
す
る
集
団
で
の
生
活
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
本
化
な
い
し
は
社
会
扶
助
化
と
い
っ
た
方
策
に
よ
っ
て
そ
の
つ
な
が
り
を
希
薄
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
人
の
生
き
甲
斐
と
い
う
側
面
か
ら
み
て
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
点
に
疑
問
が
あ
る
」
（
二
三
頁
）。
　
結
論
と
し
て
、「
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
の
歴
史
に
は
相
当
程
度
の
合
理
性
が
あ
り
、
社
会
の
構
造
に
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
間
の
精
神
構
造
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
証
拠
が
な
い
以
上
、
社
会
保
険
を
基
軸
と
し
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
損
な
わ
な
い
社
会
扶
助
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
い
う
筋
を
踏
み
外
す
べ
き
で
は
な
い
」（
二
三
～
二
四
頁
）
と
す
る
。
　「
第
２
章
　
新
し
い
社
会
保
険
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
民
法
か
ら
考
え
る
社
会
保
険
の
理
念
」（
嵩
さ
や
か
）
で
は
、
社
会
保
険
の
規
範
的
根
拠
と
し
て
連
帯
の
理
念
に
言
及
さ
れ
る
際
、
そ
の
脆
弱
さ
や
不
明
確
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、「
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
連
帯
の
規
範
的
内
容
の
分
析
に
新
し
い
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
を
試
み
る
」（
二
七
頁
）。
こ
こ
で
「
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、「
民
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
　
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
〈
保
険
の
前
提
の
崩
壊
〉
を
指
摘
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
年
金
制
度
に
お
け
る
仕
事
の
肉
体
的
負
荷
」
を
実
定
法
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
指
摘
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
に
個
々
人
の
差
異
の
認
識
な
ど
に
よ
り
脱
連
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
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帯
化
し
つ
つ
あ
る
個
々
人
を
再
度
凝
集
し
福
祉
国
家
を
維
持
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」（
三
〇
頁
）
と
い
う
問
い
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、「
従
来
の
福
祉
国
家
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た
保
険
の
理
論
の
後
継
と
な
る
べ
き
「
連
帯
の
論
理
」
の
基
盤
と
し
て
、
公
民
精
神
（sens
civique
     
 
 
  
）
の
再
建
の
必
要
性
」（
三
〇
頁
）
が
主
張
さ
れ
る
。
　
わ
が
国
で
は
「
民
法
に
お
け
る
連
帯
」
が
示
唆
的
で
あ
る
と
し
て
こ
の
議
論
を
紹
介
し
、
社
会
保
険
の
連
帯
論
へ
の
示
唆
を
得
る
。「
民
法
で
は
「
共
通
の
こ
と
が
ら
」「
公
共
性
」（res
publica
    
     
）
を
主
体
的
・
能
動
的
に
構
築
し
参
加
す
る
個
人
（
市
民
（citoyen
      
）」（
四
一
頁
）
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
社
会
保
険
が
公
共
性
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
保
険
制
度
の
構
築
・
運
営
に
当
事
者
の
能
動
的
参
加
・
関
与
が
、
民
法
の
思
想
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
民
法
で
は
「
他
者
と
の
共
存
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
互
い
に
自
由
を
供
出
し
て
社
会
的
制
約
を
形
成
し
な
が
ら
公
共
空
間
・
公
共
性
の
存
立
に
対
し
て
責
任
を
負
う
個
人
（
＝
市
民
）
が
想
定
さ
れ
」（
四
二
頁
）、
こ
の
よ
う
な
個
人
に
対
す
る
規
範
的
要
請
は
、
社
会
保
険
の
存
続
の
た
め
の
被
保
険
者
間
の
再
分
配
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　「
第
３
章
　
社
会
保
険
方
式
と
社
会
扶
助
方
式
（
い
わ
ゆ
る
税
方
式
）─
老
齢
基
礎
年
金
の
社
会
扶
助
方
式
を
中
心
に
」（
福
田
素
生
）
で
は
、
高
齢
者
の
所
得
保
障
を
素
材
に
社
会
保
険
方
式
と
社
会
扶
助
方
式
（
い
わ
ゆ
る
税
方
式
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
福
田
教
授
は
、
社
会
保
険
方
式
と
社
会
扶
助
方
式
の
違
い
は
「
拠
出
と
給
付
の
１
対
１
対
応
関
係
」
に
集
約
で
き
る
が
、
さ
ら
に
両
方
式
の
決
定
的
な
違
い
を
〈
国
家
と
人
民
の
関
係
性
〉、〈
国
家
の
役
割
と
い
う
視
点
〉
か
ら
考
察
す
る
。
社
会
扶
助
方
式
は
、「
国
家
の
徴
税
権
を
前
提
と
し
、
国
家
対
人
民
と
い
う
直
接
的
関
係
性
の
も
と
で
の
制
度
」（
五
六
頁
）
で
あ
り
、
社
会
保
険
制
度
の
関
係
性
は
、「
国
家
対
人
民
と
い
う
直
接
の
関
係
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
構
成
員
の
合
意
に
よ
る
自
治
的
な
制
度
を
起
源
と
す
る
保
険
が
あ
り
、
給
付
と
負
担
賦
課
の
主
体
と
な
る
保
険
者
も
国
家
と
は
限
ら
」（
五
七
頁
）
な
い
。
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　「
社
会
保
険
の
場
合
、
国
家
の
役
割
は
最
大
で
も
国
家
自
身
が
直
接
保
険
者
と
な
り
、
被
保
険
者
の
範
囲
、
給
付
と
負
担
な
ど
を
設
計
す
る
に
と
ど
ま
り
、
国
家
以
外
の
主
体
が
保
険
者
と
な
り
、
給
付
や
負
担
の
水
準
な
ど
を
決
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
社
会
扶
助
で
は
、
給
付
の
主
体
と
な
る
の
は
国
家
だ
け
で
あ
り
、
費
用
も
徴
税
権
に
基
づ
き
調
達
さ
れ
、
国
家
が
全
面
的
な
役
割
を
果
た
す
制
度
に
な
る
」
（
五
七
頁
）。
そ
し
て
国
家
の
役
割
を
相
対
化
す
る
と
と
も
に
、
負
担
と
給
付
の
関
係
を
明
確
に
し
、
構
成
員
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
社
会
保
険
の
方
が
、「
お
ま
か
せ
民
主
主
義
と
揶
揄
さ
れ
、
治
者
や
被
治
者
の
同
一
性
と
い
う
民
主
主
義
の
原
理
の
定
着
が
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
さ
れ
る
日
本
の
場
合
─
…
…
─
は
生
活
保
障
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
と
し
て
よ
り
相
応
し
い
」（
五
七
～
八
頁
）
の
で
あ
る
。
　
論
さ
れ
て
い
る
老
齢
年
金
制
度
へ
の
税
の
大
幅
投
入
あ
る
い
は
社
会
扶
助
化
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
老
齢
年
金
を
社
会
扶
助
と
し
て
制
度
化
す
る
と
な
れ
ば
、
と
も
に
社
会
扶
助
制
度
で
あ
る
高
齢
者
手
当
と
生
活
保
護
制
度
の
関
係
の
整
理
が
問
題
と
な
る
し
、
児
童
扶
養
や
障
害
な
ど
に
伴
う
特
別
の
支
出
の
社
会
的
支
援
で
あ
る
社
会
手
当
は
基
本
的
に
支
援
す
べ
き
費
用
の
存
在
を
前
提
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
元
気
で
働
い
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
高
齢
者
だ
け
を
対
象
に
、
高
齢
者
手
当
を
設
け
る
こ
と
は
何
に
よ
っ
て
正
当
化
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
（
五
八
～
九
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
社
会
保
険
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
の
場
合
、
公
的
扶
助
や
社
会
手
当
制
度
と
の
関
係
を
整
合
的
な
も
の
に
で
き
、
体
系
的
な
所
得
保
障
制
度
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。
　
社
会
保
険
方
式
の
場
合
、
相
対
的
に
制
度
の
自
立
性
が
高
く
、
社
会
扶
助
よ
り
年
金
額
の
変
動
が
通
常
小
さ
く
な
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
年
金
制
度
の
長
期
的
な
性
格
に
合
致
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
予
測
可
能
性
を
高
め
、
生
活
の
安
定
に
資
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
社
会
扶
助
方
式
は
国
家
が
全
面
的
な
役
割
を
果
た
す
制
度
で
あ
り
、
国
家
の
他
の
役
割
や
政
治
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
　「
第
４
章
　
障
害
と
社
会
保
険
─
若
年
障
害
者
の
所
得
保
障
の
日
独
比
較
」（
福
島
豪
）
で
は
、
若
年
障
害
者
の
所
得
保
障
の
日
独
比
較
を
通
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
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し
て
、
高
い
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
た
者
の
生
活
保
障
に
社
会
保
険
あ
る
い
は
無
拠
出
制
給
付
が
果
た
し
得
る
役
割
を
検
討
す
る
。
よ
り
実
践
的
に
は
「
若
年
障
害
者
に
年
金
保
険
へ
の
加
入
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
若
年
障
害
者
に
対
す
る
無
拠
出
給
付
を
年
金
保
険
の
枠
内
で
行
う
か
ど
う
か
で
あ
る
」（
六
九
頁
）。
　
日
本
に
お
け
る
若
年
障
害
者
の
所
得
保
障
は
、
国
民
年
金
加
入
前
か
ら
持
っ
て
い
た
障
害
に
対
し
て
、
無
拠
出
で
国
民
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
若
年
障
害
者
の
所
得
保
障
は
、
作
業
所
を
含
め
て
就
労
す
る
こ
と
に
よ
り
年
金
制
度
に
帰
属
し
障
害
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　「
若
年
障
害
者
の
国
民
年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
に
備
え
る
必
要
の
あ
る
　
歳
以
上
の
国
民
を
年
金
保
険
に
加
入
さ
せ
る
と
い
う
２０
「
国
民
皆
年
金
」
の
理
念
か
ら
、
稼
得
不
能
の
若
年
障
害
者
も
　
歳
か
ら
国
民
年
金
へ
の
加
入
す
る
こ
と
が
正
当
さ
れ
る
一
方
、　
歳
前
障
害
２０
２０
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
、
保
険
の
要
素
が
全
く
な
い
給
付
で
あ
る
の
で
、
国
民
年
金
の
枠
内
で
実
施
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
ず
、
独
立
し
た
障
害
者
向
け
の
無
拠
出
給
付
と
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
」（
八
四
頁
）
と
す
る
。
　「
第
５
章
　
社
会
保
険
を
中
心
と
し
た
所
得
保
障
の
制
度
体
系
の
あ
り
方
─
イ
ギ
リ
ス
の
老
齢
年
金
・
生
活
保
護
・
児
童
手
当
を
参
考
に
」
（
西
村
淳
）
で
は
、〈
社
会
保
障
制
度
の
体
系
は
、
社
会
保
険
方
式
（
拠
出
）
と
税
方
式
（
無
拠
出
）
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
か
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
所
得
保
障
制
度
の
体
系
お
よ
び
公
的
扶
助
制
度
に
お
け
る
就
労
促
進
的
設
計
を
検
討
し
た
う
え
で
、
わ
が
国
の
通
説
や
議
論
へ
の
疑
問
・
批
判
を
展
開
す
る
。
社
会
保
険
中
心
主
義
へ
の
疑
問
と
し
て
、
所
得
保
障
の
手
段
と
し
て
は
、
社
会
保
険
制
度
だ
け
で
は
な
く
、
税
方
式
に
よ
る
公
的
扶
助
（
最
低
保
障
）
制
度
と
の
組
み
合
わ
せ
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
一
方
で
社
会
保
険
を
所
得
保
障
の
中
心
に
す
る
こ
と
は
、「
社
会
へ
の
参
加
や
貢
献
と
い
う
望
ま
し
い
価
値
を
実
現
し
、
多
く
の
負
担
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
こ
と
や
、
拠
＜
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出
に
対
す
る
給
付
と
い
う
形
で
権
利
性
を
高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
望
ま
し
い
も
の
と
言
え
」
る
が
（
一
〇
二
頁
）、
社
会
保
険
が
所
得
保
障
の
中
心
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
拠
出
で
き
な
い
人
に
保
険
料
を
免
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
を
広
く
と
ら
え
て
、
保
険
料
の
支
払
い
と
同
様
の
効
果
を
付
与
し
、
給
付
を
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
　
就
労
支
援
と
無
関
係
な
給
付
へ
の
疑
問
と
し
て
、
就
労
能
力
の
あ
る
者
に
対
し
、
就
労
の
阻
害
に
な
ら
な
い
よ
う
な
給
付
条
件
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
提
供
す
る
新
た
な
制
度
が
求
め
ら
れ
、
高
齢
者
、
母
子
家
庭
に
つ
い
て
も
就
労
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。「
今
後
は
、〈
高
齢
者
、
母
子
家
庭
も
〉
就
労
能
力
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
社
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
社
会
保
障
の
受
給
者
か
ら
支
え
手
に
回
っ
て
も
ら
う
た
め
の
積
極
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」（
一
〇
三
頁
）。
　
社
会
保
険
方
式
へ
税
の
投
入
は
負
担
・
給
付
の
牽
連
性
を
曖
昧
に
す
る
か
ら
限
界
が
あ
る
。
税
投
入
は
公
的
扶
助
に
重
点
化
か
、
社
会
保
険
の
中
で
も
給
付
に
見
合
っ
た
拠
出
が
さ
れ
な
い
部
分
（
育
児
、
介
護
な
ど
へ
の
貢
献
）
へ
の
投
入
に
重
点
化
が
望
ま
し
い
。
ま
た
「
国
民
年
金
も
社
会
保
険
制
度
で
あ
る
か
ら
に
は
、
所
得
に
応
じ
た
拠
出
を
求
め
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」（
一
〇
三
頁
）。
　
公
的
年
金
中
心
主
義
へ
の
疑
問
と
し
て
、
公
的
年
金
は
低
中
所
得
層
に
重
点
的
に
配
分
す
べ
き
で
、
低
所
得
者
に
は
無
拠
出
の
最
低
保
障
で
補
完
し
、
中
高
所
得
者
に
は
私
的
年
金
の
加
入
を
促
進
す
る
。
社
会
保
険
方
式
の
公
的
年
金
だ
け
で
全
国
民
の
老
後
保
障
に
は
限
界
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
他
に
「
資
力
要
件
の
な
い
無
拠
出
制
児
童
給
付
＝
ば
ら
ま
き
」
説
へ
の
疑
問
、
社
会
保
障
全
体
に
お
け
る
年
金
優
先
主
義
へ
の
疑
問
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　「
第
６
章
　
社
会
保
険
に
お
け
る
強
制
加
入
の
一
考
察
─
強
制
加
入
団
体
に
お
け
る
強
制
性
と
の
比
較
を
通
し
て
」（
加
藤
智
章
）
は
、
従
来
、
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─29
四
七
六
四
七
六
自
覚
的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
〈
な
ぜ
社
会
保
険
へ
の
強
制
加
入
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
─
そ
の
根
拠
は
何
か
〉
と
い
う
問
い
に
答
え
る
べ
く
、
強
制
加
入
団
体
に
お
け
る
強
制
加
入
の
「
強
制
性
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
強
制
加
入
団
体
に
お
け
る
強
制
加
入
に
つ
い
て
法
制
・
紛
争
事
例
な
ど
を
検
討
し
、「
社
会
保
険
に
お
け
る
保
険
集
団
は
同
じ
集
団
に
属
す
る
被
保
険
者
の
疾
病
等
に
よ
る
リ
ス
ク
を
当
該
保
険
集
団
が
引
き
受
け
る
も
の
と
し
て
組
織
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
保
険
集
団
が
引
き
受
け
る
べ
き
費
用
は
、
保
険
集
団
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
議
決
機
関
に
お
い
て
民
主
的
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
旭
川
国
保
事
件
・
滝
井
補
足
意
見
を
手
掛
か
り
に
、
社
会
保
険
に
お
け
る
強
制
加
入
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
、
保
険
集
団
と
し
て
引
き
受
け
る
べ
き
費
用
は
何
か
（
財
政
規
律
）、
そ
の
費
用
は
ど
の
よ
う
に
引
き
受
け
ら
れ
る
か
（
民
主
的
統
制
）
な
ど
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　「
第
７
章
　
保
険
者
機
能
と
財
源
方
式
─
Ｎ
Ｈ
Ｓ
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｔ
等
の
運
営
主
体
と
日
本
の
保
険
者
の
比
較
を
通
し
て
」（
本
田
達
郎
）
で
は
、
拠
出
あ
る
い
は
無
拠
出
と
い
う
「
財
源
方
式
の
違
い
が
、
保
険
者
機
能
の
発
揮
に
違
い
を
与
え
て
る
の
か
」（
一
二
九
頁
）
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
保
険
者
機
能
」
と
は
、
財
源
調
達
者
及
び
報
酬
支
弁
者
と
し
て
の
機
能
、
情
報
収
集
・
蓄
積
機
能
お
よ
び
被
保
険
者
個
人
に
対
す
る
援
助
機
能
を
さ
す
。
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と
わ
が
国
の
保
険
者
（
こ
こ
で
は
健
保
組
合
）
の
沿
革
と
法
的
位
置
づ
け
な
ど
を
比
較
す
る
と
、
財
源
方
式
に
か
か
わ
ら
ず
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
る
運
営
主
体
を
作
る
こ
と
は
、
社
会
保
険
方
式
、
税
方
式
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
が
、
社
会
保
険
方
式
で
は
財
政
調
達
機
能
に
過
度
の
重
点
が
お
か
れ
、
税
法
式
で
はcom
m
issioning
 
  
 
 
  
  
 
に
力
を
注
ぎ
や
す
い
（
一
四
四
頁
）。
　
保
険
者
機
能
の
発
揮
は
社
会
保
険
方
式
に
固
有
の
も
の
で
は
な
い
が
、
社
会
保
険
制
度
に
お
い
て
は
社
会
保
険
方
式
の
維
持
・
発
展
の
基
盤
の
一
つ
と
な
り
得
る
。
そ
れ
は
、
社
会
保
険
に
お
い
て
は
、
独
自
の
財
政
調
達
方
式
を
備
え
て
い
る
こ
と
（
被
保
険
者
利
益
の
実
現
に
貢
献
す
＜
論
　
　
説＞
修
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法
学
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四
七
五
る
）、
運
営
主
体
と
し
て
の
明
確
な
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
保
健
事
業
を
行
う
こ
と
の
動
機
付
け
が
働
く
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
　「
第
８
章
　
公
的
医
療
保
険
に
お
け
る
保
険
原
理
と
社
会
原
理
の
均
衡
点
」（
稲
森
公
嘉
）
は
、「
保
険
原
理
を
社
会
原
理
で
修
正
す
る
社
会
保
険
の
制
度
は
、
保
険
原
理
の
側
に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
と
社
会
原
理
の
側
に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
と
の
相
互
作
用
の
中
で
形
成
・
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
保
険
制
度
は
、
当
該
時
点
で
の
両
者
の
均
衡
点
を
現
す
も
の
」
で
、「
そ
れ
こ
そ
は
「
社
会
」「
保
険
」
た
る
所
以
で
あ
り
、
制
度
設
計
の
体
系
的
な
一
貫
性
を
揺
る
が
さ
な
い
程
度
で
の
保
険
技
術
の
修
正
は
「
社
会
保
険
の
妙
味
」
と
評
し
得
る
も
の
で
」（
一
五
二
頁
）、
そ
れ
を
現
行
法
制
か
ら
抽
出
す
る
。
　
具
体
的
に
保
険
者
、
保
険
料
な
ど
の
基
本
的
要
素
を
検
討
し
、「
公
的
医
療
保
険
に
お
け
る
保
険
原
理
の
修
正
の
限
界
の
１
つ
は
、
拠
出
と
給
付
を
受
け
得
る
地
位
と
の
牽
連
性
に
あ
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
「
被
保
険
者
の
拠
出
と
い
う
積
極
的
行
為
に
対
し
て
給
付
を
受
け
得
る
地
位
が
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
牽
連
性
に
こ
そ
、
人
々
を
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
の
地
位
に
置
く
の
で
は
な
い
、
相
互
扶
助
の
し
く
み
と
し
て
の
社
会
保
険
の
方
式
を
用
い
る
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
保
険
制
度
の
中
に
あ
る
限
り
は
、
低
所
得
の
者
で
あ
っ
て
も
何
が
し
か
の
拠
出
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
」（
一
六
六
頁
）
と
す
る
。
　「
第
９
章
　
介
護
保
険
の
「
保
険
性
」」（
新
田
秀
樹
）
で
は
、
社
会
保
険
の
な
か
の
「
社
会
保
険
性
」
は
ど
の
部
分
な
の
か
を
介
護
保
険
を
素
材
に
検
討
す
る
。
ま
ず
わ
が
国
の
社
会
保
障
法
学
に
お
け
る
社
会
保
険
の
教
科
書
的
理
解
を
確
認
す
る
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
社
会
保
険
の
特
徴
は
、
保
険
技
術
の
使
用
、
収
支
相
等
の
原
則
が
妥
当
す
る
、
給
付
・
反
対
給
付
均
等
原
則
の
非
妥
当
、
強
制
加
入
、
対
価
性
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
社
会
保
険
の
特
徴
を
介
護
保
険
に
あ
て
は
め
て
み
れ
ば
、
介
護
保
険
の
保
険
性
と
し
て
は
「
被
保
険
者
の
保
険
料
拠
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─31
四
七
四
四
七
四
出
が
当
該
被
保
険
者
の
受
給
の
直
接
の
根
拠
と
な
る
と
い
う
個
人
レ
ベ
ル
（
い
わ
ば
ミ
ク
ロ
の
）
対
価
性
し
か
残
ら
な
い
」（
一
八
〇
頁
）。
結
局
、
介
護
保
険
が
「
保
険
」
性
を
強
調
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、「
制
度
に
対
す
る
国
民
の
支
持
を
強
め
、
よ
り
確
実
な
財
源
確
保
を
図
る
こ
と
に
あ
る
」（
一
八
〇
頁
）。
　
今
後
は
よ
り
厳
密
な
社
会
保
険
の
定
義
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
社
会
保
険
と
は
「
社
会
保
障
制
度
の
う
ち
（
保
険
の
外
観
を
備
え
か
る
）
給
付
と
負
担
の
間
に
対
価
性
が
存
在
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」（
一
八
六
頁
）
な
ど
で
あ
る
。
　「
第
　
章
　
介
護
保
険
に
お
け
る
財
源
論
」（
小
西
啓
文
）
で
は
、
負
担
が
給
付
に
結
び
つ
か
な
い
社
会
保
険
の
保
険
料
負
担
の
意
味
や
、
保
１０
険
料
負
担
な
し
に
受
給
で
き
る
被
扶
養
者
の
地
位
な
ど
、
社
会
保
険
制
度
に
お
け
る
保
険
料
拠
出
の
意
義
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
が
多
く
、「
介
護
保
険
に
お
け
る
財
源
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
と
は
何
か
と
い
う
本
質
論
の
一
端
に
迫
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」（
一
八
七
頁
）
論
文
で
あ
る
。
介
護
保
険
の
財
源
構
造
や
、
事
業
者
に
よ
る
介
護
報
酬
の
不
当
利
得
に
対
す
る
判
例
な
ど
を
検
討
し
、「
介
護
保
険
に
お
い
て
は
ま
ず
被
保
険
者
資
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
（
拠
出
し
な
け
れ
ば
給
付
を
制
限
す
る
と
い
う
意
味
で
の
）
い
わ
ば
負
の
牽
連
性
は
あ
れ
ど
も
そ
れ
が
受
給
権
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
捉
え
に
く
」（
一
九
八
頁
）
い
と
す
る
。
　「
第
　
章
　
長
期
失
業
・
貧
困
と
社
会
保
険
」（
水
島
郁
子
）
で
は
、
社
会
保
険
は
失
業
、
特
に
長
期
的
失
業
を
理
由
と
す
る
貧
困
を
予
防
で
１１
き
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
雇
用
保
険
に
は
他
の
社
会
保
険
と
共
通
の
特
色
も
あ
る
が
、
扶
養
的
性
格
が
な
い
こ
と
、
給
付
が
限
定
さ
れ
た
期
間
の
み
に
な
さ
れ
リ
ス
ク
に
完
全
に
は
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
、
被
保
険
者
期
間
が
給
付
額
に
反
映
す
る
こ
と
、
離
職
原
因
が
給
付
に
反
映
す
る
こ
と
、
失
業
と
い
う
保
険
事
故
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
失
業
の
み
な
ら
ず
雇
用
の
安
定
、
失
業
の
予
防
も
給
付
対
象
と
す
る
こ
と
、
＜
論
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四
七
三
保
険
料
負
担
は
事
業
主
が
重
い
こ
と
な
ど
の
独
自
性
を
持
つ
。
失
業
を
保
険
事
故
と
す
る
社
会
保
険
で
あ
る
雇
用
保
険
で
は
、「
社
会
」
的
性
格
は
比
較
的
弱
く
、「
保
険
」
的
機
能
が
よ
り
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
す
べ
て
の
失
業
者
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
家
族
の
扶
養
状
況
な
ど
失
業
者
の
生
活
実
態
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
失
業
状
態
が
継
続
し
て
い
て
も
所
定
日
数
は
経
過
す
れ
ば
給
付
が
う
ち
切
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
雇
用
保
険
の
弱
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
」（
二
一
八
頁
）。
　
結
局
、
雇
用
保
険
は
長
期
失
業
に
よ
る
貧
困
を
防
ぐ
役
割
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
雇
用
保
険
事
業
に
よ
る
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
特
定
求
職
者
支
援
制
度
が
あ
る
が
、
積
極
的
に
評
価
し
得
る
側
面
と
、
問
題
点
─
特
に
財
源
に
労
働
者
負
担
の
保
険
料
を
投
入
し
た
点
─
が
指
摘
さ
れ
る
。
　「
終
章
　
社
会
保
険
の
現
代
的
意
義
と
将
来
像
」（
菊
池
馨
実
）
は
終
章
と
し
て
本
書
所
収
の
論
文
の
意
義
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
社
会
保
険
の
現
代
的
意
義
と
将
来
像
を
展
望
す
る
。
菊
池
教
授
は
近
時
展
開
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者
対
策
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
「
拠
出
と
給
付
が
１
対
１
で
対
応
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
対
価
性
」」
な
い
し
「
牽
連
性
」
を
本
質
的
要
素
と
す
る
社
会
保
険
の
仕
組
み
を
前
提
と
し
た
場
合
、
低
所
得
者
対
策
を
め
ぐ
っ
て
社
会
保
険
の
本
質
に
関
わ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」（
二
三
九
頁
）。
　
財
政
制
約
の
中
で
の
社
会
保
険
の
在
り
方
に
関
し
て
、
保
険
料
納
入
免
除
・
減
額
な
ど
「
保
険
原
理
の
後
退
と
と
も
に
、
扶
助
原
理
（
社
会
保
険
の
「
社
会
」
性
）
を
一
定
程
度
重
く
み
る
と
し
て
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
の
理
論
的
基
盤
を
ど
こ
に
求
め
る
か
」（
二
五
〇
頁
）
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
今
後
の
社
会
保
険
法
研
究
と
し
て
は
「
財
政
論
・（
世
代
間
お
よ
び
世
代
内
）
公
平
論
な
ど
踏
ま
え
た
総
合
的
な
政
策
論
に
踏
み
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」（
二
五
〇
頁
）。
　「
扶
助
の
原
理
の
強
化
に
よ
っ
て
社
会
保
険
の
「
社
会
」
的
性
格
を
よ
り
一
層
強
め
、
実
質
的
な
意
味
で
の
皆
保
険
・
皆
年
金
の
実
現
を
図
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
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）
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二
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
社
会
」
性
実
現
の
限
界
を
認
め
、
社
会
保
障
制
度
全
体
の
改
革
に
踏
み
込
む
べ
き
か
、
今
ま
さ
に
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
岐
路
に
立
っ
て
い
る
」（
二
五
〇
頁
）。
検
討
一
　
社
会
保
険
と
労
働
　
本
書
で
や
や
不
足
に
感
じ
た
の
は
、
各
人
の
執
筆
分
量
が
や
や
短
い
と
い
う
出
版
事
情
上
止
む
を
得
ぬ
こ
と
を
の
ぞ
け
ば
、
社
会
保
険
と
労
働
保
険
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
尽
く
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
労
働
保
険
と
の
関
係
、
突
き
詰
め
れ
ば
、
社
会
保
障
法
と
労
働
と
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
興
味
を
も
っ
た
。
既
に
三
五
年
前
に
柳
沢
旭
・
山
口
大
学
教
授
は
、
労
働
市
場
へ
の
復
帰
を
目
的
と
す
る
社
会
保
障
給
付
と
そ
う
で
な
い
社
会
保
障
給
付
を
峻
別
し
、
不
真
正
社
会
保
障
給
付
と
真
正
社
会
保
障
給
付
に
区
分
し
た
。
今
日
、
労
働
の
あ
り
よ
う
の
変
化
が
、
再
び
、
社
会
保
障
法
と
労
働
と
い
う
テ
ー
マ
を
わ
れ
わ
れ
に
突
き
付
け
て
い 
　
本
書
は
「
個
別
制
度
に
具
体
的
題
材
を
求
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
保
険
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
扱
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
」
（
菊
池
馨
実
「
は
じ
め
に
─
本
書
の
構
成
と
概
要
」
一
頁
）
も
の
で
あ
る
の
で
、「
社
会
保
険
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
」
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
本
書
の
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
労
災
保
険
法
が
俎
上
に
あ
が
ら
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
評
者
と
し
て
は
、
労
災
が
「
社
会
保
険
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
」
で
な
い
と
す
る
と
、
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
が
労
災
保
険
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
し
た
か
興
味
深
い
。
　
ま
た
も
う
一
つ
の
労
働
保
険
で
あ
る
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
、
水
島
論
文
が
議
論
し
て
い
る
が
、
雇
用
保
険
と
そ
の
他
の
社
会
保
険
と
は
同
一
平
面
で
論
じ
て
よ
い
も
の
な
の
か
。
例
え
ば
、
雇
用
保
険
の
法
主
体
た
る
「
失
業
者
」
あ
る
い
は
「
求
職
者
」
の
担
う
「
事
故
」
の
特
殊
性
（
１
）
る
。
＜
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一
は
、
議
論
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
か
。
失
業
は
労
働
者
に
し
か
生
じ
な
い
社
会
保
障
の
要
保
障
事
故
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
社
会
保
障
の
要
保
障
事
故
の
よ
う
に
、
当
事
者
本
人
あ
る
い
は
本
人
の
扶
養
家
族
に
つ
い
て
、
特
段
の
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ン
ド
ン
ク
教
授
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
人
為
的
リ
ス
ク
」
で
あ 
失
業
す
る
の
は
労
働
者
で
あ
る
が
、
失
業
さ
せ
る
の
は
事
業
主
（
巨
視
的
に
は
経
済
状
況
）
で
あ
る
。
そ
し
て
要
保
障
事
故
（
状
態
）
の
終
了
は
、
本
人
の
意
思
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
そ
れ
は
再
び
就
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
を
も
つ
失
業
に
つ
い
て
一
般
社
会
保
険
と
同
様
の
尺
度
で
論
じ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
　「
社
会
保
険
の
法
原
理
」
　
本
書
に
つ
い
て
は
ま
ず
そ
の
書
名
が
注
意
を
引
く
。「
社
会
保
険
の
原
理
」
で
も
、「
社
会
保
険
法
の
原
理
」
で
も
な
く
、「
社
会
保
険
の
法
原
理
」
で
あ
る
。「
社
会
保
険
」
の
な
か
に
「
法
原
理
」
た
り
え
る
も
の
が
見
出
し
得
る
、
あ
る
い
は
「
社
会
保
険
」
の
中
に
単
な
る
、
運
営
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
以
上
の
も
の
が
存
在
し
え
る
と
い
う
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
の
共
通
認
識
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
「
社
会
保
険
」
は
、
社
会
保
障
の
持
つ
生
活
保
障
と
い
う
目
的
に
奉
仕
す
る
単
な
る
「
道
具
」（
た
だ
そ
れ
は
人
類
の
英
知
の
結
晶
と
で
も
い
う
べ
き
す
ぐ
れ
た
「
道
具
」
で
は
あ
る
）
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
の 
「
社
会
保
険
」
に
対
す
る
考
え
は
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
と
は
か
な
り
異
な
る
が
、
本
書
名
に
込
め
た
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
の
意
図
は
理
解
で
き
る
。
三
　「
優
位
性
」
に
つ
い
て
　
本
書
は
「
社
会
保
険
の
優
位
性
」
と
い
う
共
通
の
観
点
の
下
で
、
各
執
筆
者
が
健
筆
を
ふ
る
っ
て
い
る
。「
社
会
保
険
」
と
は
何
か
と
い
う
（
２
）
る
。
（
３
）
で
、
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
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議
論
に
立
ち
入
る
前
に
、
ま
ず
「
優
位
性
」
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。「
社
会
保
険
」
は
単
な
る
「
道
具
」
で
あ
る
。
社
会
保
障
の
要
保
障
事
故
の
性
質
や
、
当
該
国
の
社
会
・
経
済
状
況
、
歴
史
的
経
緯
に
応
じ
て
、「
社
会
保
険
」
を
採
用
す
る
か
税
方
式
を
採
用
す
る
か
は
決
定
さ
れ
る
と
評
者
は
考
え
る
。
か
り
に
「
社
会
保
険
」
に
特
段
の
意
義
が
あ
っ
た
と
し
た
場
合
で
も
、「
優
位
性
」
と
い
う
表
現
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。「
優
位
性
」
が
あ
る
か
な
い
か
で
は
な
く
、「
優
位
性
」
と
い
う
評
価
尺
度
を
使
用
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
持
つ
の
で
あ
る
。「
社
会
保
険
の
優
位
性
」
が
存
在
す
る
と
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
無
拠
出
方
式
を
社
会
保
障
の
基
本
と
し
て
、
老
齢
年
金
給
付
に
つ
い
て
は
国
民
投
票
を
行
っ
て
ま
で
「
社
会
保
険
」
方
式
を
拒
否
し
た
国
は
、「
社
会
保
険
の
優
位
性
」
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
ま
た
わ
が
国
で
は
か
つ
て
は
老
人
福
祉
法
の
措
置
制
度
に
依
拠
し
て
お
り
、
介
護
保
険
法
に
よ
り
よ
う
や
く
「
社
会
保
険
の
優
位
性
」
を
理
解
す
る
ま
で
に
「
賢
く
」
な
っ
た
の
か
？
あ
る
い
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
す
べ
て
の
人
に
社
会
的
保
護
を
（SocialProtection
for
A
ll
    
     
        
 
）」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
目
的
達
成
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
も
「
優
位
性
」
の
あ
る
「
社
会
保
険
」
を
中
心
に
展
開
す
べ
き
な
の
か
？
四
　
社
会
保
険
の
定
義
を
巡
っ
て
　
本
書
の
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
で
は
何
を
も
っ
て
「
社
会
保
険
」
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
記
述
の
構
成
か
ら
判
断
で
き
る
。
　
た
と
え
ば
、
稲
森
論
文
は
社
会
保
険
と
は
「
一
定
の
保
険
事
故
に
集
団
的
に
備
え
る
た
め
に
、
一
定
の
者
を
強
制
的
に
被
保
険
者
と
し
た
上
で
、
保
険
者
が
被
保
険
者
か
ら
社
会
保
険
料
を
集
め
て
保
険
基
金
を
形
成
し
、
所
定
の
保
険
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
保
険
基
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
予
め
決
め
ら
れ
た
保
険
給
付
を
、
受
給
権
者
に
支
給
す
る
仕
組
み
」（
一
五
一
～
二
頁
）
で
あ
り
、「
被
保
険
者
の
視
点
か
ら
捉
え
直
す
と
、
社
会
保
険
と
は
、
被
保
険
者
が
、
保
険
事
故
の
発
生
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
険
料
を
納
付
し
、
実
際
に
保
険
事
故
が
発
生
し
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た
と
き
に
、
保
険
給
付
を
受
け
る
仕
組
み
」（
一
五
二
頁
）
で
あ
る
と
す
る
。
　
あ
る
い
は
新
田
論
文
は
「
例
え
ば
」
と
し
て
、
社
会
保
険
と
は
「
社
会
保
障
制
度
の
う
ち
（
保
険
の
外
観
を
備
え
、
か
つ
）
給
付
と
負
担
の
間
に
対
価
性
が
存
在
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」（
一
八
二
頁
）
と
提
唱
す
る
。
　
編
者
で
あ
る
菊
池
馨
実
教
授
は
、
全
体
の
執
筆
者
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て
か
、
あ
え
て
、
社
会
保
険
の
定
義
を
強
調
せ
ず
、「
教
科
書
的
に
」
と
し
て
、「
社
会
保
険
と
は
、
教
科
書
的
に
言
え
ば
、
リ
ス
ク
の
分
散
の
た
め
保
険
の
技
術
を
用
い
て
保
険
料
な
ど
を
財
源
と
し
て
給
付
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
拠
出
と
給
付
が
１
対
１
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
「
保
険
」
の
意
義
が
あ
る
」（
二
四
八
頁
）
と
い
う
。
そ
し
て
「
拠
出
と
給
付
が
１
対
１
で
対
応
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
対
価
性
」
な
い
し
「
牽
連
性
」
を
本
質
的
要
素
と
す
る
社
会
保
険
の
仕
組
み
」（
二
三
九
頁
）
と
も
表
現
す
る
。
　
し
か
し
「
対
価
性
」（
負
担
と
給
付
の
１
体
１
対
応
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
社
会
保
険
」
の
本
質
を
見
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
　
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
の
「
対
価
性
」
を
め
ぐ
っ
て
は
華
々
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
そ
の
出
典
を
挙
げ
る
煩
雑
さ
を
省
き
、
台
豊
・
青
山
学
院
大
教
授
の
整
理
を
紹
介
し
て
み 
「
対
価
性
の
存
在
」
を
肯
定
す
る
岩
村
正
彦
・
東
大
教
授
、
医
療
保
険
法
に
つ
い
て
は
肯
定
す
る
台
教
授
、
否
定
す
る
福
田
素
夫
・
埼
玉
県
立
大
教
授
、
限
定
的
肯
定
説
の
江
口
隆
裕
・
神
奈
川
大
教
授
な
ど
が
あ
る
。
「
対
価
性
」
の
内
容
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
あ
る
が
、
以
上
が
学
界
の
理
論
状
況
で
あ
る
。
　
社
会
保
険
の
定
義
か
ら
考
え
て
、
本
書
で
は
そ
も
そ
も
「
対
価
性
」
が
存
在
し
な
い
も
の
は
、「
本
質
的
要
素
を
欠
く
社
会
保
険
」（
？
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
書
の
検
討
対
象
の
中
心
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
江
口
教
授
は
、「
対
価
性
」
は
実
は
現
行
制
度
に
お
（
４
）
る
。
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
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）
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い
て
は
老
齢
年
金
に
し
か
存
在
し
な
い
と
論
証
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
本
書
で
は
老
齢
年
金
の
み
を
検
討
対
象
と
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
書
で
は
老
齢
年
金
以
外
の
社
会
保
険
を
も
検
討
の
対
象
と
し
て
お
り
、「
対
価
性
」
の
内
容
の
認
識
に
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
だ
と
す
る
と
、
本
書
の
「
対
価
性
」
は
、
学
界
の
理
論
状
況
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
　
本
書
の
定
義
は
従
来
の
社
会
保
険
の
法
学
的
研
究
に
比
べ
る
と
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
に
夾
雑
物
を
そ
ぎ
落
と
し
た
本
質
的
把
握
と
言
え
、
こ
の
点
、
今
後
の
研
究
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。
社
会
保
険
と
い
う
「
現
象
」
を
追
い
か
け
、
そ
の
外
観
の
す
べ
て
を
盛
り
込
ん
だ
定
義
で
は
、
社
会
保
険
の
法
的
構
造
の
議
論
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
や
や
シ
ン
プ
ル
に
過
ぎ
る
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
が
、
捨
て
た
も
の
が
多
い
分
、
実
り
も
多
い
定
義
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
次
の
問
題
は
、
社
会
保
険
の
本
質
は
「
対
価
性
」
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
複
合
的
な
姿
を
し
た
社
会
保
険
の
本
質
は
何
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
問
題
は
、
む
し
ろ
、
執
筆
者
が
何
を
社
会
保
険
の
本
質
と
認
識
し
、
把
握
す
る
か
で
あ
る
。「
対
価
性
」
と
と
ら
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
執
筆
者
は
社
会
保
険
の
〈
対
価
性
〉
を
核
と
見
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
社
会
保
険
の
本
質
を
「
対
価
性
」
と
し
た
場
合
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
そ
れ
が
優
位
性
と
結
び
つ
く
の
か
。
社
会
保
険
制
度
は
、
給
付
に
つ
い
て
の
権
利
性
が
明
確
で
あ
る
、
生
活
事
故
に
対
す
る
予
防
意
識
の
高
揚
な
ど
の
理
由
が
本
書
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。　
社
会
保
険
方
式
に
よ
れ
ば
、
権
利
性
が
明
確
に
な
る
と
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
意
識
の
問
題
で
あ
っ
て
理
論
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
説
明
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
、
あ
る
い
は
国
民
の
意
識
・
経
験
に
な
じ
み
や
す
い
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
。
お
金
を
出
す
か
ら
権
利
が
確
固
た
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
売
買
（
契
約
）
を
中
心
と
す
る
「
市
民
法
」
の
原
則
（
幻
想
）
で
あ
る
。
公
教
育
は
基
本
的
に
無
拠
出
で
あ
り
、
国
民
に
金
銭
負
担
は
な
い
が
、
こ
れ
を
「
恩
恵
」
と
考
え
る
も
の
は
む
し
ろ
少
数
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
生
活
事
故
に
対
す
る
予
防
意
識
を
醸
造
す
る
と
い
う
点
で
社
会
保
険
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
通
常
、
す
べ
て
の
市
民
は
貧
困
に
＜
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対
す
る
予
防
意
識
を
も
っ
て
は
い
る
。
社
会
保
険
料
を
拠
出
し
て
い
る
か
ら
、
特
定
の
疾
病
に
罹
患
し
な
い
よ
う
に
日
常
生
活
で
日
々
注
意
深
く
生
活
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
意
識
と
し
て
も
実
態
と
し
て
の
社
会
保
険
が
あ
る
が
ゆ
え
に
予
防
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
社
会
保
険
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
約
定
し
た
保
険
事
故
（contingency
          
）
に
対
し
て
備
え
て
い
る
か
の
ご
と
き
外
形
を
採
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
保
険
の
保
険
事
故
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
貧
困
の
原
因
と
な
る
リ
ス
ク
の
う
ち
で
社
会
的
合
意
の
得
ら
れ
た
も
の
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
貧
困
に
対
す
る
恐
れ
の
中
で
、「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
な
り
極
貧
生
活
に
陥
る
」
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
予
想
す
る
と
い
う
「
未
必
の
故
意
」
的
な
も
の
は
社
会
的
合
承
認
が
得
ら
れ
ず
、「
老
齢
の
ゆ
え
に
稼
得
労
働
に
従
事
で
き
な
く
な
り
極
貧
生
活
に
陥
る
」
と
い
う
こ
と
が
ら
に
対
し
て
は
社
会
的
承
認
が
得
ら
れ
、
事
前
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
果
た
し
て
「
対
価
性
」
を
本
質
と
す
る
社
会
保
険
に
ど
の
よ
う
な
「
優
位
性
」
が
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
五
　
国
家
の
役
割
と
は
な
に
か
　
社
会
保
険
に
対
し
て
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
主
張
し
た
嵩
論
文
、
強
制
の
問
題
を
検
討
し
た
加
藤
論
文
に
は
、
社
会
保
険
に
お
け
る
国
家
の
枠
割
に
つ
い
て
の
検
討
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
福
田
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
社
会
保
険
制
度
の
関
係
性
は
、
国
家
対
人
民
と
い
う
直
接
の
関
係
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
構
成
員
の
合
意
に
よ
る
自
治
的
な
制
度
を
起
源
と
す
る
保
険
が
あ
り
、
給
付
と
負
担
賦
課
の
主
体
と
な
る
保
険
者
も
国
家
と
は
限
ら
ず
、
連
帯
の
幅
も
国
民
連
帯
よ
り
狭
く
な
る
可
能
性
が
あ
」
り
、「
社
会
保
険
の
場
合
、
国
家
の
役
割
は
最
大
で
も
国
家
自
身
が
直
接
保
険
者
と
な
り
、
被
保
険
者
の
範
囲
、
給
付
と
負
担
な
ど
を
設
計
す
る
に
と
ど
ま
り
、
国
家
以
外
の
主
体
が
保
険
者
と
な
り
、
給
付
や
負
担
の
水
準
な
ど
を
決
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」（
五
七
頁
）。
問
題
は
そ
の
「
最
大
」
で
な
い
場
合
の
「
社
会
保
険
」
に
お
け
る
国
家
の
役
割
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
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一
読
し
て
の
感
想
は
、
嵩
論
文
の
論
じ
る
民
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
社
会
法
に
お
け
る
、
市
民
法
へ
の
「
祖
先
が
え
り
」
の
よ
う
に
も
感
じ
る
。
生
存
の
た
め
に
は
連
帯
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
民
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
連
帯
と
は
等
値
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
法
が
い
か
に
現
代
社
会
に
適
応
す
べ
く
変
容
を
遂
げ
た
に
し
ろ
、「
自
由
意
思
」
を
疑
問
視
し
放
棄
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
「
社
会
法
」、
と
り
わ
け
社
会
保
障
法
の
ど
こ
に
「
自
由
意
思
」
が
あ
る
の
か
。
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
─
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
あ
る
」
こ
と
と
は
全
く
別
の
こ
と
で
あ
る
。
　
加
藤
論
文
で
は
「
保
険
集
団
と
し
て
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
べ
き
か
、
が
社
会
保
険
と
し
て
の
独
自
性
を
維
持
す
る
た
め
の
大
き
な
検
討
課
題
」（
一
二
五
頁
）
と
指
摘
し
、「
保
険
集
団
と
し
て
の
意
思
」
が
強
調
さ
れ
る
。
　
嵩
教
授
、
加
藤
教
授
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
法
の
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
両
論
文
の
国
家
の
不
在
な
い
し
希
薄
は
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま 
社
会
保
障
組
織
の
国
家
か
ら
の
独
立
、
自
立
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
市
民
の
自
立
、
国
家
と
の
緊
張
関
係
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
の
特
徴
が
両
氏
の
社
会
保
障
に
お
け
る
国
家
観
に
影
響
し
て
い
る
─
─
と
い
う
の
は
あ
な
が
ち
誤
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ 
　
嵩
、
加
藤
論
文
を
素
直
に
読
め
ば
、
そ
の
主
張
は
協
同
組
合
の
議
論
で
あ
る
。
　
社
会
保
険
の
本
質
が
、「
対
価
性
」
に
あ
る
と
す
る
と
、
国
家
の
出
る
幕
は
き
わ
め
て
す
く
な
い
。
そ
こ
で
は
「
保
険
者
機
能
」
の
充
実
こ
そ
語
ら
れ
る
べ
き
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
社
会
保
険
に
お
け
る
国
家
の
役
割
と
は
何
な
の
か
？
　
社
会
保
険
の
枠
組
み
を
規
整
す
る
他
に
国
家
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
一
つ
と
し
て
は
、
ま
ず
、
加
藤
論
文
が
扱
っ
た
国
家
に
よ
る
加
入
強
制
で
あ
ろ
う
。
個
人
の
意
見
を
全
く
無
視
し
、
国
家
に
よ
る
保
護
的
見
地
か
ら
、
契
約
締
結
を
強
制
す
る
が
ご
と
き
も
の
は
、
私
保
険
か
ら
見
れ
ば
ま
さ
に
怪
物
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
社
会
保
険
と
の
関
連
で
労
働
市
場
の
規
整
も
国
家
の
役
割
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
的
保
護
の
達
成
の
低
さ
で
苦
悩
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
五
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
一
六
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
地
域
会
議
で
、
Ｉ
Ｌ
（
５
）
い
。
（
６
）
う
。
＜
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Ｏ
事
務
局
長
報
告
は
「
当
地
の
社
会
的
保
護
の
適
用
範
囲
の
狭
さ
は
、
こ
の
地
域
の
労
働
市
場
の
構
造
に
部
分
的
に
は
帰
因
す
る
。
そ
れ
は
、
拠
出
制
の
社
会
的
保
護
制
度
と
い
う
伝
統
的
な
社
会
的
保
護
制
度
の
発
展
を
阻
害
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
と
非
典
型
労
働
の
割
合
が
高
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い 
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
労
働
市
場
の
も
と
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
保
護
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
ば
れ
る
〈
労
働
市
場
で
最
も
優
位
な
立
場
の
労
働
者
が
最
も
優
位
な
社
会
的
保
護
を
受
け
る
〉
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
。
伝
統
的
な
社
会
保
険
の
枠
組
み
を
捨
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
険
制
度
の
視
点
か
ら
の
労
働
市
場
の
規
整
・
介
入
が
国
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
社
会
保
険
に
お
け
る
国
家
の
役
割
と
い
え
よ
う
。
六
　
社
会
保
険
と
財
源
論
　
荒
木
誠
之
教
授
が
提
唱
し
た
給
付
別
体
系
論
で 
拠
出
制
を
と
る
か
無
拠
出
制
を
と
る
か
は
社
会
保
障
の
財
源
確
保
の
問
題
で
あ
り
、
政
策
判
断
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
最
低
生
活
保
障
の
た
め
の
給
付
を
除
け
ば
、
社
会
保
障
の
給
付
を
拠
出
制
（
社
会
保
険
方
式
）
に
よ
る
か
無
拠
出
制
（
税
方
式
）
に
よ
る
か
は
、
給
付
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
合
的
な
方
法
で
行
え
ば
よ
い
。
極
端
に
言
え
ば
、
ど
ち
ら
で
も
よ
く
、
だ
め
な
ら
変
え
れ
ば
よ
い
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
保
険
の
中
心
的
役
割
は
、
財
源
徴
収
と
し
て
適
正
に
機
能
す
る
か
の
一
点
に
尽
き
る
。
　
こ
の
点
、
本
書
で
は
社
会
保
険
と
そ
の
財
源
徴
収
機
能
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
総
じ
て
本
書
で
は
「
社
会
保
険
」
の
財
源
徴
収
機
能
以
外
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
保
険
者
機
能
と
の
関
連
で
本
田
論
文
、
介
護
保
険
を
素
材
に
財
源
論
に
つ
き
論
じ
た
小
西
論
文
が
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
検
討
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
特
に
小
西
論
文
は
「
介
護
保
険
に
お
け
る
財
源
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
と
は
何
か
と
い
う
本
質
論
の
一
端
に
迫
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」（
一
八
七
頁
）
論
文
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
評
者
の
読
み
込
み
で
は
「
社
会
保
険
と
は
何
か
と
い
う
本
質
論
」
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
（
７
）
る
」
（
８
）
は
、
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
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田
論
文
で
は
「
た
と
え
保
険
料
が
財
源
の
１
％
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
組
織
帰
属
の
事
実
と
保
険
料
支
払
い
の
意
思
が
確
認
さ
れ
る
制
度
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
険
で
あ
る
と
言
い
切
る
べ
き
で
あ
る
。
社
会
保
険
制
度
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
一
定
の
意
思
を
持
っ
て
集
団
に
参
加
し
て
い
る
事
実
と
当
該
参
加
者
に
お
い
て
１
つ
の
範
疇
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
定
性
的
な
も
の
で
あ
る
」（
二
〇
頁
）
と
す
る
（
な
お
二
〇
〇
五
年
に
山
田
省
三
・
中
央
教
授
が
「
１
％
で
も
社
会
保
険
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
：
久
塚
純
一
・
山
田
省
三
編
『
社
会
保
障
法
解
体
新
書
』（
法
律
文
化
社
（
二
〇
〇
五
年
）
二
八
頁
）。
実
は
こ
こ
に
こ
そ
、
社
会
保
険
の
物
神
性
と
も
い
う
べ
き
社
会
保
険
の
「
巧
妙
な
手
口
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
社
会
保
険
の
特
徴
は
こ
の
二
重
構
造
に
あ
る
。
下
部
に
財
源
徴
収
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
は
金
銭
を
拠
出
す
る
と
い
う
行
為
で
、
制
度
に
お
け
る
財
源
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
上
部
に
制
度
へ
の
加
入
・
帰
属
と
い
う
行
為
が
あ
る
。
こ
の
行
為
は
権
利
へ
と
結
び
つ
く
。
こ
の
上
下
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
核
心
が
あ
る
。
つ
ま
り
帰
属
す
れ
ど
も
拠
出
な
し
で
は
、
帰
属
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
か
に
連
帯
を
表
明
し
よ
う
と
も
、
拠
出
し
な
い
限
り
は
、
権
利
に
結
び
つ
か
な
い
。
金
銭
の
拠
出
が
な
け
れ
ば
、
帰
属
も
な
い
。
そ
の
点
で
は
冷
酷
な
制
度
で
あ
る
。
こ
の
冷
酷
さ
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
、
社
会
保
険
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
擬
制
が
な
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
西
論
文
が
慎
重
に
、
拠
出
よ
り
も
帰
属
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
も
適
正
な
解
決
は
、
上
部
と
下
部
の
分
離
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。
　
本
書
の
多
く
の
論
文
は
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
社
会
保
障
法
学
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
こ
の
社
会
保
険
の
「
巧
妙
な
手
口
」
に
ま
ん
ま
と
騙
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
。
例
え
ば
、
荒
木
理
論
を
緻
密
化
す
る
か
に
見
え
た
籾
井
常
喜
教
授
の
先
駆
的
業
績
も
、
こ
の
社
会
保
険
の
物
神
性
と
い
う
点
で
、
社
会
保
険
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
荒
木
教
授
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
籾
井
教
授
は
給
付
別
体
系
と
制
度
別
解
説
と
を
連
結
さ
せ
て
し
ま
い
、
結
局
、
制
度
別
解
説
と
な
ん
ら
の
違
い
も
見
い
だ
せ
な
い
も
の
に
終
始
し
た
。
籾
井
教
授
は
、
社
会
保
＜
論
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障
の
方
法
の
四
類
型
（
社
会
保
険
、
社
会
扶
助
、
社
会
福
祉
事
業
、
公
的
扶
助
）
が
保
障
方
法
の
技
術
的
な
概
念
で
あ
る
が
、「
必
ず
し
も
恣
意
的
、
便
宜
的
な
も
の
で
は
な
く
、
社
会
保
障
が
対
応
す
る
生
活
事
故
の
類
型
に
見
合
い
そ
れ
な
り
の
合
目
的
性
を
に
な
っ
て
い 
と
い
う
。
し
か
し
例
え
ば
「
生
活
障
害
」
事
故
に
対
す
る
方
法
が
「
社
会
事
業
」
と
い
う
方
法
で
あ
る
と
い
う
籾
井
教
授
の
分
類
・
分
析
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
当
時
、
医
療
保
障
は
医
療
保
険
と
い
う
社
会
保
険
方
式
で
給
付
さ
れ
て
お
り
、
四
類
型
は
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
結
び
─「
擬
制
の
終
焉
」
？
─
社
会
保
険
の
将
来
　
社
会
保
険
は
何
だ
っ
た
の
か
。
多
く
の
社
会
保
障
法
研
究
者
は
、
そ
の
正
体
を
つ
き
と
め
よ
う
と
悪
戦
苦
闘
し
て
き 
〈
社
会
保
険
と
は
保
険
の
技
術
を
使
っ
た
〉
と
い
う
定
義
で
、
社
会
保
険
に
潜
む
特
色
を
検
討
し
、
私
保
険
と
ど
の
点
に
違
い
が
あ
る
か
を
説
明
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
差
異
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
理
屈
を
議
論
し
て
き
た
。
　
し
か
し
も
は
や
そ
の
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
社
会
保
険
は
対
価
性
─
本
書
は
そ
う
把
握
す
る
─
と
い
う
定
義
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
か
。
私
保
険
と
の
差
異
を
説
明
し
、
社
会
保
険
の
特
色
を
保
険
の
修
正
と
説
明
す
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
は
や
〈
保
険
の
技
術
を
使
っ
た
〉
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
社
会
保
険
は
、
市
民
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
１
対
１
対
応
関
係
は
や
ぶ
ら
れ
た
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
拠
出
な
く
し
て
給
付
す
る
こ
と
も
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
説
明
で
よ
い
。
「
社
会
保
険
」
は
こ
ん
に
ち
独
自
性
を
備
え
た
社
会
法
固
有
の
概
念
で
あ
る
。
社
会
保
険
を
〈
保
険
の
技
術
を
使
っ
た
〉
と
考
え
る
限
り
、
保
険
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
無
理
に
こ
じ
つ
け
て
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
に
社
会
保
険
法
研
究
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
。
　
ま
た
社
会
保
険
と
い
う
言
葉
や
観
念
は
ま
だ
必
要
な
の
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
社
会
保
険
は
権
利
に
関
す
る
上
層
と
、
財
源
に
関
す
る
下
層
（
９
）
た
」
（
）
１０た
。
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─43
四
六
二
四
六
二
と
か
ら
な
る
。
金
銭
拠
出
が
自
動
的
に
帰
属
・
参
加
と
い
う
形
を
と
る
。
こ
れ
ゆ
え
社
会
保
険
は
〈
財
源
も
一
体
的
に
考
え
る
〉
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
財
源
の
問
題
は
、
社
会
保
障
法
そ
れ
自
体
の
中
核
と
は
な
り
え
な
い
。
財
に
貢
献
し
た
か
否
か
は
権
利
に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
ろ
う
が
（
評
者
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
が
）、
保
険
基
金
に
財
が
あ
る
か
な
い
か
は
権
利
と
は
結
び
つ
か
ず
、
無
関
係
で
あ
る
。
財
の
問
題
は
社
会
保
障
給
付
の
権
利
性
と
は
切
り
離
し
て
一
向
差
支
え
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
二
層
構
造
で
「
巧
妙
な
手
口
」
の
社
会
保
険
と
い
う
あ
り
が
た
迷
惑
な
概
念
は
、
今
日
の
社
会
保
障
法
学
に
は
必
要
な
い
。
社
会
保
険
の
上
層
と
下
層
を
引
き
離
し
、
下
層
は
財
源
徴
収
の
問
題
と
し
て
、
拠
出
─
無
拠
出
の
議
論
と
な
り
、
上
層
の
問
題
は
、
組
織
帰
属
─
無
帰
属
（
一
般
・
普
遍
的
）
制
度
と
い
う
議
論
に
な
る
。
こ
の
こ
と
で
と
も
す
れ
ば
錯
綜
し
が
ち
な
問
題
は
ク
リ
ア
ー
に
な
る
。
す
く
な
く
と
も
、
無
拠
出
な
の
に
年
金
給
付
が
得
ら
れ
る
国
民
年
金
制
度
の
三
号
被
保
険
者
、
二
〇
歳
前
障
害
者
に
対
す
る
二
〇
歳
以
降
の
障
害
基
礎
年
金
給
付
な
ど
の
問
題
は
理
論
的
に
は
解
決
す
る
。
　
社
会
保
険
と
い
う
概
念
を
放
逐
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
　
社
会
保
障
は
救
貧
法
に
源
流
を
も
つ
公
的
扶
助
の
流
れ
と
、
労
働
保
険
を
源
流
と
す
る
社
会
保
険
の
二
つ
の
潮
流
が
統
合
し
形
成
・
発
展
し
て
き
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
歴
史
的
事
実
な
い
し
歴
史
的
認
識
は
誤
り
で
は
な
い
し
、
評
者
は
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
覆
す
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
そ
の
歴
史
的
意
義
ゆ
え
に
、
永
久
に
社
会
保
険
と
い
う
概
念
を
維
持
し
、
社
会
保
障
法
研
究
を
展
開
す
る
必
要
は
な
い
。
　
そ
も
そ
も
わ
れ
わ
れ
が
、
社
会
保
険
法
制
の
嚆
矢
と
み
る
ド
イ
ツ
の
労
働
者
保
険
法
─
一
八
八
三
年
の
疾
病
保
険
法
、
一
八
八
四
年
の
労
災
保
険
法
、
一
八
八
九
年
の
年
金
保
険
法
（
障
害
・
老
齢
保
障
法
）
と
は
何
な
の
か
。
木
下
秀
雄
・
大
阪
市
大
教
授
の
労
作
に
よ
れ 
こ
れ
ら
の
社
会
保
険
法
は
「
飴
と
鞭
」
政
策
と
し
て
単
純
に
評
価
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
時
系
列
的
に
ド
イ
ツ
─
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
流
れ
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
制
度
と
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
の
一
括
し
て
「
社
会
保
険
法
」
と
み
な
し
論
じ
る
こ
と
の
問
題
も
存
在
す
る
と
い
う
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
を
「
鞭
」
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
「
飴
」
と
し
て
の
み
こ
れ
ら
の
社
会
保
険
法
を
み
な
す
こ
と
に
は
懐
疑
的
で
（
）
１１ば
、
＜
論
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あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
社
会
保
険
は
「
飴
と
鞭
」
と
い
う
側
面
を
も
つ
と
同
時
に
、
本
質
的
に
矛
盾
に
満
ち
た
歴
史
的
産
物
・
装
置
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
貧
困
や
労
働
問
題
を
無
視
で
き
ず
こ
れ
を
緩
和
・
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
変
え
る
」
ベ
ク
ト
ル
と
、
体
制
は
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
変
え
な
い
」
ベ
ク
ト
ル
を
同
時
に
鋳
造
し
た
も
の
が
「
社
会
保
険
」
で
あ
る
。
売
買
契
約
を
典
型
と
す
る
契
約
的
要
素
を
保
持
・
組
み
込
み
つ
つ
（
社
会
保
険
料
拠
出
＝
保
険
給
付
）、
貧
困
緩
和
の
機
能
を
担
わ
さ
れ
た
「
社
会
保
険
」
は
、
本
来
、
国
家
予
算
を
積
極
的
に
貧
困
政
策
・
社
会
政
策
に
投
入
す
る
か
、
あ
る
い
は
革
命
に
よ
っ
て
し
か
解
決
し
え
な
い
貧
困
問
題
を
見
事
に
隠
蔽
し
た
。
し
か
し
今
日
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
尊
厳
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
価
値
（
憲
法
価
値
）
の
下
に
生
き
て
い
る
し
、
体
制
転
換
も
ま
た
国
民
の
権
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困
緩
和
は
国
家
の
至
上
命
令
で
あ
り
、
体
制
維
持
や
体
制
の
死
守
は
至
上
命
令
で
は
な
い
。
こ
れ
ゆ
え
「
社
会
保
険
」
と
い
う
矛
盾
に
み
ち
た
概
念
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
　
な
お
こ
ん
に
ち
、
社
会
保
障
の
給
付
の
み
に
焦
点
を
あ
て
て
法
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
に
関
し
て
懐
疑
的
な
見
解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
岩
村
正
彦
教
授
は
、
社
会
保
障
に
お
い
て
「
巨
視
的
に
は
、
所
得
保
障
法
と
は
、
所
得
の
再
分
配
の
法
で
あ
り
、
一
定
の
範
囲
の
国
民
か
ら
、
そ
の
所
得
の
一
部
を
吸
い
上
げ
て
財
政
を
調
達
し
、
国
等
の
公
的
機
関
を
媒
介
に
、
一
定
の
範
疇
の
国
民
へ
と
所
得
の
再
分
配
を
行
う
制
度
を
規
律
す
る
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
保
障
法
の
構
造
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
国
民
へ
の
再
分
配
を
行
う
局
面
（
給
付
の
み
な
ら
ず
、
財
源
の
調
達
の
局
面
（
財
政
）
に
も
目
を
む
け
る
必
要
が
あ 
と
い
う
。
所
得
保
障
法
の
法
的
構
造
の
分
析
に
は
、
給
付
支
給
の
構
造
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
要
因
、
制
度
の
趣
旨
・
目
的
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
造
も
視
野
に
い
れ
た
総
合
的
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
。
　
ま
た
例
え
ば
西
村
健
一
郎
教
授
は
、
社
会
保
険
は
「
給
付
か
ら
財
政
か
ら
組
織
に
至
る
ま
で
、
あ
る
意
味
で
非
常
に
完
結
性
を
も
っ
て
作
ら
（
）
１２る
」
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
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れ
て
い
る
制 
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
全
く
無
視
し
て
い
い
の
か
、「
特
に
、
実
定
的
な
権
利
義
務
の
関
係
を
社
会
保
障
法
の
研
究
者
と
し
て
考
え
た
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
抽
象
的
な
理
念
的
な
姿
だ
け
を
み
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
」
ず
、「
や
は
り
、
現
行
の
制
度
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
か
に
貧
弱
で
あ
ろ
う
と
、
権
利
義
務
が
、
ま
さ
に
そ
の
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
も
の
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
と
き
、
単
に
制
度
的
体
系
か
給
付
別
体
系
か
と
い
う
こ
と
を
論
争
す
る
こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
。
　
西
村
教
授
は
こ
の
発
言
で
、
一
つ
は
社
会
保
険
の
完
結
性
を
述
べ
、
一
つ
は
実
定
的
な
権
利
義
務
の
関
係
を
社
会
保
障
法
の
研
究
者
と
し
て
考
え
た
と
き
に
、
ど
う
し
て
も
抽
象
的
な
理
念
的
な
姿
だ
け
を
み
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
現
行
の
制
度
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
二
つ
の
こ
と
を
述
べ
る
。
　
西
村
教
授
は
、
社
会
保
険
が
給
付
、
財
政
、
組
織
に
至
る
ま
で
を
視
野
に
入
れ
る
点
に
「
完
結
性
」
を
見
い
だ
す
。
荒
木
教
授
の
提
唱
す
る
給
付
別
体
系
論
の
核
心
と
は
、
管
理
・
義
務
関
係
を
見
る
と
き
に
給
付
関
係
に
着
眼
し
た
点
に
あ
る
。
給
付
別
体
系
論
は
、
財
政
、
組
織
を
核
心
で
は
な
く
、
ひ
と
ま
ず
捨
象
し
た
周
辺
領
域
に
お
い
て
い
る
。
こ
の
捨
象
し
た
周
辺
領
域
を
も
取
り
込
ま
ね
ば
、
社
会
保
障
法
の
議
論
に
な
ら
な
い
と
す
る
点
で
、
西
村
教
授
と
荒
木
教
授
の
方
法
論
的
差
が
あ
る
。
荒
木
教
授
は
こ
の
点
、
研
究
史
的
な
差
異
も
言
及
す
る
。
　
で
は
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
社
会
保
険
の
「
完
結
性
」
は
重
大
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
財
政
も
組
織
も
取
り
込
ん
で
と
い
う
こ
の
「
完
結
性
」
は
、
か
な
ら
ず
し
も
理
論
的
「
整
合
性
」
を
備
え
た
「
完
結
性
」
で
は
な
い
。
関
連
す
る
も
の
を
す
べ
て
押
し
込
め
た
蓋
を
し
た
闇
鍋
的
完
結
性
で
あ
る
。
す
べ
て
押
し
込
め
た
蓋
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
す
べ
て
が
あ
る
の
は
当
然
で
、
こ
の
闇
鍋
的
完
結
性
を
無
視
し
た
が
ゆ
え
に
権
利
・
義
務
の
解
釈
が
で
き
な
い
と
す
る
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
例
え
ば
わ
が
国
の
健
康
保
険
法
に
は
傷
病
手
当
金
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
（
九
九
条
）、
健
康
保
険
法
と
い
う
社
会
保
険
の
「
完
結
性
」
が
あ
る
が
ゆ
え
、
こ
れ
が
医
療
保
険
の
法
で
あ
る
健
康
保
険
法
の
中
で
、
（
）
１３度
」
＜
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四
五
九
四
五
九
適
正
に
解
釈
出
来
る
か
疑
問
で
あ
る
。
健
康
保
険
法
に
規
定
が
あ
る
か
ら
は
傷
病
手
当
金
は
医
療
保
障
の
給
付
で
あ
る
と
す
る
の
は
か
な
り
苦
し
い
。
そ
も
そ
も
給
付
別
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
、
傷
病
手
当
金
の
位
置
づ
け
は
出
て
こ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
不
要
と
す
る
か
ら
、
制
度
説
明
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
が
。
　
本
書
の
編
者
で
あ
る
菊
池
馨
実
教
授
も
基
本
的
に
は
岩
村
教
授
と
同
様
の
立
場
に
た
つ
。
社
会
保
険
の
二
層
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
社
会
保
険
の
物
神
性
が
引
き
起
こ
す
混
乱
を
回
避
し
つ
つ
、
岩
村
＝
菊
池
教
授
の
主
張
を
あ
る
意
味
で
納
得
さ
れ
る
可
能
性
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
社
会
保
険
の
物
神
性
を
克
服
し
、
擬
制
が
終
焉
し
た
の
ち
の
、
具
体
的
社
会
保
障
法
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
　「
社
会
保
険
」
の
語
は
い
た
づ
ら
に
混
乱
を
招
く
だ
け
な
の
で
放
逐
す
べ
き
で
あ
る
が
、
使
い
た
け
れ
ば
単
な
る
言
葉
の
問
題
な
の
で
使
用
し
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
下
部
（
＝
財
源
へ
の
貢
献
）
か
上
部
（
＝
制
度
へ
の
帰
属
）
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
使
う
べ
き
で
あ
る
。
　
下
部
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
財
源
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
拠
出
制
か
無
拠
出
制
を
と
る
か
は
国
民
的
合
意
、
政
治
的
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
　
な
お
無
拠
出
年
金
に
つ
い
て
固
有
の
意
義
を
も
た
せ
る
見
解
が
あ
る
。
無
拠
出
年
金
制
度
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
高
藤
昭
教
授
に
よ
れ 
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
出
現
し
た
無
拠
出
年
金
制
度
は
社
会
保
障
に
お
い
て
拠
出
年
金
制
度
成
熟
ま
で
の
過
渡
的
な
制
度
と
し
て
現
れ
、「
高
次
の
生
存
権
原
理
の
進
展
に
支
え
ら
れ
た
社
会
保
障
の
時
代
」
に
な
る
と
、
中
心
は
拠
出
年
金
制
度
で
は
あ
る
が
、
拠
出
制
に
よ
っ
て
年
金
が
保
障
さ
れ
な
い
者
の
救
済
の
た
め
、
無
拠
出
年
金
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年
金
額
に
最
低
生
活
保
障
の
機
（
）
１４ば
、社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─47
四
五
八
四
五
八
能
を
確
保
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
向
が
、
無
拠
出
年
金
に
新
た
な
意
義
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
無
拠
出
年
金
は
「
無
拠
出
」
で
あ
る
点
で
社
会
保
険
と
異
な
り
、「
年
金
」
と
い
う
「
定
額
」
支
給
形
態
（
＝
受
給
者
の
個
別
な
困
窮
度
を
捨
象
し
た
、
一
律
の
支
給
）
を
と
る
点
で
公
的
扶
助
と
も
異
な
る
。
高
藤
教
授
は
こ
の
よ
う
な
無
拠
出
年
金
を
社
会
保
険
の
公
的
扶
助
化
の
極
限
に
あ
る
も
の
と
み
る
。
無
拠
出
年
金
は
「
そ
の
進
歩
性
（
＝
一
律
額
の
支
給
＝「
老
後
の
労
働
意
欲
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、
総
じ
て
人
道
的
、
合
理
的
で
明
朗
な
最
低
生
活
保
障
手
段
」
を
と
っ
た
こ
と
）
に
よ
り
、
従
来
の
公
的
扶
助
に
か
わ
る
べ
き
新
し
い
最
低
生
活
保
障
方
式
」
で
あ
る
。
年
金
制
度
は
「
最
低
保
障
な
い
し
無
拠
出
年
金
を
創
設
な
い
し
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
は
公
的
扶
助
の
独
占
分
野
で
あ
っ
た
最
低
生
活
保
障
機
能
を
自
己
の
体
系
下
に
と
り
こ
み
、
そ
れ
自
体
の
な
か
に
最
低
生
活
保
障
原
理
と
従
来
か
ら
所
有
し
て
い
た
生
活
保
障
原
理
と
を
併
せ
も
っ
た
自
己
完
結
的
体
制
を
完
成
す
る
」
と
い
う
。
　
高
藤
教
授
の
議
論
は
わ
が
国
の
年
金
制
度
を
前
提
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
も
例
外
的
な
「
国
民
皆
年
金
」
体
制
の
下
で
、
特
定
の
年
金
制
度
内
で
の
特
定
の
年
金
給
付
の
議
論
で
あ
る
。
一
つ
の
年
金
制
度
の
も
と
で
ど
の
よ
う
な
給
付
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
わ
せ
る
か
は
制
度
設
計
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
年
金
制
度
の
本
質
を
現
わ
す
と
は
限
ら
な
い
。
無
拠
出
年
金
が
教
授
の
い
う
よ
う
に
「
最
低
生
活
保
障
」
を
担
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
無
拠
出
年
金
の
本
質
で
あ
る
か
は
確
定
で
き
な
い
。
無
拠
出
年
金
は
拠
出
す
べ
き
保
険
料
納
入
な
し
に
年
金
給
付
を
受
給
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
か
な
く
、
そ
れ
以
上
は
各
国
の
社
会
保
障
制
度
全
体
で
様
々
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な 
　
上
部
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
社
会
保
障
給
付
の
権
利
に
関
し
て
は
、
普
遍
的
な
制
度
と
、
帰
属
を
重
視
す
る
制
度
と
に
分
か
れ
る
。
従
来
、「
社
会
保
険
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
は
、
後
者
に
該
当
す
る
。
帰
属
を
重
視
す
る
制
度
は
し
ば
し
ば
拠
出
に
よ
っ
て
財
源
に
貢
献
す
る
手
法
を
と
る
が
、
こ
れ
は
必
須
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
組
織
が
合
意
す
る
事
実
で
拠
出
で
き
な
け
れ
ば
、
帰
属
と
い
う
事
実
に
よ
り
拠
出
な
し
に
権
利
が
生
じ
る
。
あ
る
い
は
拠
出
を
「
擬
制
」
す
る
。
例
え
ば
多
く
の
国
で
は
育
児
期
間
中
の
「
拠
出
」
が
な
く
て
も
、
保
険
給
付
を
保
障
す
る
シ
ス
（
）
１５る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
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四
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七
四
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テ
ム
を
備
え
て
い
る
。
要
は
国
民
の
合
意
、
組
織
・
団
体
の
合
意
い
か
ん
で
あ
る
。
　
し
か
し
こ
れ
ら
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
給
付
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
の
で
、
給
付
実
現
の
目
的
に
沿
え
ば
、
普
遍
的
制
度
に
よ
る
か
帰
属
集
団
的
制
度
に
よ
り
か
は
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
帰
属
型
の
社
会
保
障
給
付
で
あ
っ
て
も
、
わ
が
国
の
国
民
年
金
制
度
の
よ
う
な
地
域
型
社
会
保
険
で
あ
れ
ば
、
普
遍
的
制
度
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
国
民
年
金
が
国
民
年
金
法
に
根
拠
を
持
ち
、
国
民
年
金
保
険
法
で
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
し
）。
（
１
）　
柳
澤
旭
「
労
働
法
と
社
会
保
障
法
─
政
策
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
同
異
性
」
大
憲
論
叢
一
七
巻
一
号
（
一
九
七
七
年
）。
な
お
柳
澤
理
論
に
つ
き
、
山
田
晋
「
児
童
扶
養
手
当
法
・
批
判
」
山
口
経
済
学
雑
誌
五
八
巻
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
頁
、
柳
澤
旭
「「
社
会
保
障
法
に
お
け
る
労
働
」
と
は
何
か
─
山
田
晋
教
授
に
応
え
る
」
山
口
経
済
学
雑
誌
五
九
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
四
九
頁
以
下
、
参
照
。
ま
た
笠
木
映
里
「
現
代
の
労
働
者
と
社
会
保
障
制
度
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
六
一
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
（
２
）　J.Van
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（
３
）　
ラ
ロ
ッ
ク
の
以
下
の
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。「
社
会
保
障
は
一
つ
の
目
的
（objective
   
    
）
で
あ
り
、
社
会
保
険
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
手
段
（m
eans
 
    
）
の
一
つ
で
あ
る
」（Pierre
Laroque,From
SocialInsuranc
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）。
（
４
）　
台
豊
「
医
療
保
険
料
（
被
保
険
者
負
担
）
と
保
険
者
に
よ
る
給
付
の
間
の
「
対
価
性
」
に
つ
い
て
」
青
山
法
学
論
集
五
一
巻
一
・
二
合
併
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
七
七
頁
以
下
所
収
。
（
５
）　
嵩
さ
や
か
准
教
授
の
『
年
金
制
度
と
国
家
の
役
割
　
英
仏
の
比
較
法
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
六
年
）
は
、
近
時
の
年
金
の
議
論
状
況
か
ら
「
年
金
制
度
設
計
の
あ
り
方
と
、
そ
こ
に
お
け
る
国
家
の
役
割
（
国
家
の
関
与
・
介
入
の
程
度
や
方
法
）
が
問
わ
れ
て
い
る
」（
同
書
二
七
頁
）
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
。
嵩
准
教
授
が
社
会
保
険
に
お
け
る
国
家
の
役
割
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
勿
論
な
い
。
社
会
保
険
と
は
何
だ
っ
た
の
か
（
山
田
）
（
　
　
　
）
─　　─49
四
五
六
四
五
六
（
６
）　
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
の
特
色
に
つ
き
、
岡
伸
一
「
研
究
ノ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
的
な
特
徴
」（
明
治
学
院
大
学
）
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
一
三
〇
号
（
平
成
二
一
年
）
一
五
一
～
一
七
七
頁
、
参
照
。
（
７
）　ILO
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（
８
）　
い
わ
ゆ
る
荒
木
理
論
に
つ
い
て
は
、
荒
木
誠
之
『
社
会
保
障
の
法
的
構
造
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
三
年
）。
ま
た
そ
の
詳
細
な
検
討
と
し
て
、
良
永
彌
太
郎
・
柳
沢
旭
編
『
労
働
関
係
と
社
会
保
障
法
─
荒
木
誠
之
先
生
米
寿
祝
賀
論
文
集
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
三
年
）。
個
別
論
文
と
し
て
、
荒
木
博
士
を
囲
ん
で
の
座
談
会
を
含
む
〈
荒
木
理
論
と
社
会
保
障
法
学
〉
に
つ
い
て
の
検
討
と
し
て
、「〈
特
集
〉
社
会
保
障
学
の
軌
跡
と
展
望
（
座
談
会
）」
民
商
法
雑
誌
一
二
七
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）。
笛
木
俊
一
「
社
会
保
障
法
に
関
す
る
文
献
紹
介
─
法
体
系
論
。
権
利
論
を
中
心
と
し
て
─
」
小
川
政
亮
編
著
『
扶
助
と
福
祉
の
法
学
』
一
粒
社
（
一
九
七
八
年
）、
井
上
英
夫
「
社
会
保
障
法
理
論
の
動
向
と
課
題
」
資
金
と
社
会
保
障
（
上
）
七
四
二
号
（
一
九
七
八
年
）、
柳
澤
旭
「
荒
木
「
社
会
法
」
理
論
の
基
点
と
展
開
─
労
働
関
係
（
労
働
法
）
か
ら
社
会
保
障
法
へ
」
山
口
経
済
学
雑
誌
五
五
巻
五
号
（
平
成
一
九
年
）、
同
「
荒
木
「
社
会
法
」
理
論
の
展
開
と
到
達
点
─
労
働
条
件
法
理
か
ら
生
活
保
障
法
理
へ
」
広
島
法
学
三
一
巻
一
号
（
平
成
一
九
年
）、
同
「
荒
木
「
社
会
法
」
論
の
法
的
構
造
と
特
質
─
社
会
保
障
法
か
ら
労
働
法
へ
」
山
口
経
済
学
雑
誌
五
六
巻
二
号
（
平
成
一
九
年
）、
山
田
晋
「
荒
木
理
論
に
と
っ
て
社
会
保
障
法
と
は
何
か
～
柳
澤
教
授
・
三
論
文
か
ら
学
ぶ
」
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
一
二
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。
（
９
）　
籾
井
常
喜
『
社
会
保
障
法
』
総
合
労
働
研
究
所
（
一
九
七
〇
年
）
五
一
頁
。
（
　
）　
行
政
法
学
者
に
よ
る
も
の
と
し
て
太
田
匡
彦
「
社
会
保
険
に
お
け
る
保
険
性
の
在
処
を
め
ぐ
っ
て
─
ド
イ
ツ
を
手
掛
か
り
と
し
た
基
礎
的
考
察
」『（
学
１０
会
誌
）
社
会
保
障
法
』
一
三
号
（
法
律
文
化
社
）
一
九
九
八
年
。
（
　
）　
木
下
秀
雄
『
ビ
ス
マ
ル
ク
労
働
者
保
険
法
成
立
史
』
有
斐
閣
（
平
成
九
年
）。
１１
（
　
）　
岩
村
正
彦
「
所
得
保
障
法
の
構
造
」
日
本
社
会
保
障
法
学
会
編
『
学
会
講
座
・
社
会
保
障
法
第
二
巻
　
所
得
保
障
法
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
〇
一
年
）、
１２
四
頁
。
（
　
）　「
座
談
会
・
社
会
保
障
法
学
の
軌
跡
と
展
望
」
民
商
法
雑
誌
一
二
七
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
七
頁
。
１３
（
　
）　
高
藤
昭
「
無
拠
出
年
金
の
法
的
性
格
と
そ
の
社
会
保
障
法
上
の
地
位
」
社
会
労
働
研
究
二
一
巻
三
・
四
号
（
一
九
七
五
年
）
一
頁
以
下
。
１４ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
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六
巻
　
一
号
（
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